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慶
長
五
年
十
二
月
二
十
日
和
漢
聯
句
訳
注
（
下
）

大

山

和

哉

川

﨑

美

穏

河

村

瑛

子

中

村

健

史

野

澤

真

樹

４

注
釈
（
承
前
）

（
二
折
ウ
）

（
さ
そ
は
れ
た
つ
も
鳴
む
ら
鴉
）

あ
ら
ま
し
き
風
よ
り
雲
の
た
ゞ
よ
ひ
て

新
宰
相

41【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
「
雲
→
た
つ
」
（
連
珠
合
璧
集
）
。
前
句
、
連
れ
だ
っ
て
飛
び
立

と
う
と
す
る
「
む
ら
烏
」
が
鳴
き
声
を
あ
げ
る
の
は
、
風
が
激
し
い
か
ら

だ
、
と
付
け
た
。
「
あ
ら
ま
し
き
」
は
、
『
言
塵
集
』
巻
二
に
「
あ
ら
ま
し

き
は

あ
ら
あ
ら
し
き
也
。
風
の
音
の
あ
ら
ま
し
き
な
ど
有
」
と
見
え
、

荒
々
し
い
さ
ま
。
強
風
を
「
あ
ら
ま
し
」
と
詠
む
和
歌
に
、
「
あ
ら
ま
し

き
風
こ
そ
憂
け
れ
咲
く
花
に
交
へ
て
も
見
む
松
の
緑
を
」
（
後
水
尾
院
御

集
・
一
三
四
八
）
な
ど
が
あ
る
。
「
風
よ
り
」
は
、
「
風
が
吹
く
後
に
は
」

の
意
で
、
『
菟
玖
波
集
』
の
「
松
ば
か
り
に
は
冬
が
れ
も
な
し
／
木
葉
ふ

く
風
よ
り
月
は
あ
ら
は
れ
て
」
（
冬
・
九
六
五
・
藤
原
道
直
）
と
あ
る
例

に
近
い
。

【
訳
】
荒
々
し
い
風
が
吹
く
後
に
は
、
雲
が
漂
っ
て
（
仲
間
に
誘
わ
れ
て

飛
び
立
っ
た
烏
同
士
が
鳴
き
交
わ
し
て
い
る
）。

照

斜

惜

景

移

照
斜
景
の
移
ろ
ふ
こ
と
を
惜
し
む

●

○

●

●

◎

か
げ

42【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
移
（
和
訓
押
韻
）

移
ウ
ツ
ル

ウ
ツ
ロ
フ

（
漢
和
三
五
韻
）

ウ
ツ
ル

【
注
釈
】
狩
野
本
は
当
該
句
を
欠
く
。
「
入
日
→
雲
間
」
「
雲
→
夕
ゐ
る
」

ウ
ツ
ロ
フ

（
連
珠
合
璧
集
）
、「
日
→
雲
」（
俳
諧
類
船
集
）。
前
句
の
「
雲
」
が
「
風
」

で
吹
き
流
さ
れ
る
こ
と
で
、
「
照
斜
」
が
差
し
込
む
と
付
け
た
。
ま
た
、

前
句
の
「
た
ゞ
よ
ひ
て
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
切
れ
切
れ
に
漂
う
雲
の
間

か
ら
「
照
斜
」
が
差
し
込
ん
だ
こ
と
が
連
想
さ
れ
る
。「
照
斜
」
は
夕
日
、

残
照
の
意
で
あ
る
「
斜
照
」
に
同
じ
。
二
四
不
同
を
避
け
る
た
め
語
順
を
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入
れ
替
え
た
。
英
甫
永
雄
「
赴
耶
溪
道
中
作
（
耶
渓
に
赴
く
道
中
の
作
）
」

に
「
凍
雨
霏
霏
夕
照
斜
、
朔
風
吹
面
手
難
遮
（
凍
雨
霏
々
と
し
て
夕
照
斜

め
な
り
、
朔
風
面
に
吹
き
て
手
遮
り
難
し
）」（
翰
林
五
鳳
集
所
収
）。「
景
」

は
『
説
文
解
字
』
に
「
日
光
也
（
日
光
な
り
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
こ

で
は
日
光
の
意
。
「
景
移
」
は
、
杜
甫
「
紫
宸
殿
退
朝
口
號
」
に
「
香
飄

合
殿
春
風
轉
、
花
覆
千
官
淑
景
移
（
香
は
合
殿
に
飄
り
て
春
風
転
じ
、
花

は
千
官
を
覆
ひ
て
淑
景
移
る
）」
（
詩
人
玉
屑
・
巻
四
所
収
）
と
見
ら
れ
る

ほ
か
、
『
錦
繡
段
』
の
寇
平
仲
「
春
日
作
」
に
「
風
簾
不
動
黃
鸝
語
、
坐

見
庭
華
日
影
移
（
風
簾
動
か
ず
黄
鸝
語
る
、

坐

に
見
る
庭
華
日
影
の
移

そ
ぞ
ろ

ろ
ふ
を
）」
と
見
え
、
日
が
傾
く
こ
と
。

【
訳
】
（
風
で
流
さ
れ
る
切
れ
切
れ
の
雲
間
か
ら
）
夕
日
が
差
し
て
、
日

の
入
り
方
に
な
る
の
を
名
残
惜
し
く
思
う
。

楓

時

林

自

翫

楓
時
林
自
づ
か
ら
翫
ぶ

集
雲

○

○

○

●

●

お
の

43【
式
目
】
秋
１
（
楓
）

林
（
二
句
物
①
）

【
注
釈
】
狩
野
本
は
四
字
目
「
自
」
を
「
目
」
に
つ
く
る
が
、
句
意
か
ら

考
え
て
底
本
に
し
た
が
う
。
「
紅
葉
→
て
る
」
（
連
珠
合
璧
集
、
俳
諧
類
船

集
）
、
「
紅
葉
→
峰
の
夕
日
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
、
俳
諧
類
船
集
）。
前
句

の
「
照
斜
」
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
る
紅
葉
を
林
中
に
愛
で
る
、
と
付
け
た
。

当
該
句
は
、
紅
葉
が
夕
日
に
よ
っ
て
よ
り
赤
く
な
る
と
詠
む
和
歌
、
「
小

倉
山
西
こ
そ
秋
と
訪
ぬ
れ
ば
夕
日
に
ま
が
ふ
峰
の
も
み
ぢ
葉
」
（
壬
二
集

・
五
五
四
）
と
、
夕
暮
れ
に
紅
葉
を
見
る
こ
と
を
詠
む
詩
、
杜
牧
「
山
行
」

の
「
停
車
坐
愛
楓
林
晩
、
霜
葉
紅
於
二
月
花
（
車
を
停
め
て

坐

に
愛
す

そ
ぞ
ろ

楓
林
の
晩
、
霜
葉
は
二
月
の
花
よ
り
も
紅
な
り
）
」（
三
体
詩
所
収
）
の
二

つ
に
よ
っ
て
発
想
さ
れ
た
句
で
あ
ろ
う
。
「
楓
時
」
は
楓
が
紅
葉
す
る
時

期
の
こ
と
。
和
漢
聯
句
に
、
「
は
し
居
の
袖
に
ふ
く
る
夜
の
秋
／
楓
時
山

著
色
（
楓
時
山
色
を
著
く
）」
（
大
永
五
年
十
二
月
九
日
和
漢
聯
句
・
六
九

つ

・
高
倉
範
久
）
と
い
う
例
が
見
え
る
。

【
訳
】
（
日
の
入
り
方
を
名
残
り
惜
し
く
思
い
な
が
ら
、
夕
日
に
照
ら
さ

れ
た
）
楓
が
紅
葉
す
る
頃
、
林
で
自
然
と
賞
翫
さ
れ
る
。

霧
よ
り
う
へ
に
の
ぼ
る
高
楼

尹

た
か
ど
の

44【
式
目
】
秋
２
（
霧
）

楼
（
一
句
物
①
）

【
注
釈
】
底
本
は
「
高
路
を
」
と
す
る
が
、
意
味
が
通
ら
な
い
。
狩
野
本

の
本
文
「
高
楼
」
、
及
び
天
理
本
の
「
高
路

ヲ

」
と
い
う
傍
記
に
し
た
が
っ

楼
歟

て
、
本
文
を
「
高
楼
」
に
整
定
し
た
。
「
霧
→
紅
葉
」
（
連
珠
合
璧
集
、
俳

た
か
ど
の

諧
類
船
集
）
、「
楼
→
山
〳
〵
の
紅
葉
」
（
拾
花
集
）
、「
殿
→
紅
葉
」
（
拾
花

集
、
竹
馬
集
）。
紅
葉
を
見
る
た
め
に
楼
に
登
る
、
と
付
け
た
。
「
霧
よ
り

う
へ
に
」
は
、
霧
が
か
か
っ
て
い
る
そ
れ
よ
り
も
上
方
の
意
で
、
楼
の
高

さ
を
強
調
す
る
表
現
。
楼
で
こ
そ
な
い
が
、
峰
に
つ
い
て
同
様
の
詠
み
方

を
し
た
連
歌
の
例
に
「
は
つ
秋
な
れ
や
半
天
の
雲
／
富
士
は
そ
の
霧
よ
り

上
に
見
え
か
く
れ
」
（
文
明
十
四
年
万
句
・
第
六
千
句
・
第
一
・
賦
山
何

連
歌
・
六
三
・
可
卜
）
が
あ
る
。「
た
か
ど
の
」
は
、『
謡
抄
』
姨
捨
に
「
上

ヘ
高
キ
家
ヲ
楼
ト
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
高
く
聳
え
立
つ
建
物
。「
高
殿
」

と
表
記
す
る
の
が
常
套
で
、
「
高
楼
」
に
「
タ
カ
ド
ノ
」
の
訓
を
付
す
こ

と
は
珍
し
い
が
、
「
楼
」
を
「
タ
カ
ド
ノ
」
と
読
ま
せ
る
の
は
一
般
的
で

あ
る
（
類
聚
名
義
抄
）
。
ま
た
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
で
は
「
月
の
名
の
た

か
殿
は
る
ゝ
南
か
な
」
（
発
句
下
・
三
七
五
八
・
後
花
園
院
）
と
詠
ま
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当
該
句
と
一
致
す
る
表
記
は
見
出
し
難
い
。

【
訳
】（
紅
葉
を
賞
翫
す
る
た
め
）
霧
よ
り
上
方
に
聳
え
る
楼
閣
に
登
る
。

月

深

秋

涼

到

月
深
け
て
秋
涼
到
る

圃

●

○

○

●

●

ふ

45
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【
式
目
】
秋
３
（
月
・
秋
涼
）

【
注
釈
】
「
霧
→
月
ほ
の
か
」
「
楼
→
涼
し
き
月
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）、

「
霧
→
深
」
（
俳
諧
類
船
集
）。
前
句
の
「
高
楼
」
に
登
る
と
、
霧
に
遮
ら

れ
る
こ
と
な
く
月
が
見
え
、
秋
の
大
気
を
よ
り
一
層
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
、

と
付
け
た
。
「
秋
に
そ
ゑ
つ
る
か
へ
る
さ
と
人
／
登
楼
風
愈
冷
（
楼
に
登

り
て
風
愈
よ
冷
し
）
（
天
文
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
和
漢
千
句
・
第
十

・
七
・
後
奈
良
院
）。「
楼
」
か
ら
「
月
」
へ
の
展
開
は
「
晋
庾
亮
ト
云
者
、

秋
ノ
夜
、
月
ノ
面
白
サ
ニ
興
ニ
乗
ジ
テ
南
楼
ニ
登
リ
テ
月
ヲ
愛
セ
シ
」（
謡

抄
・
三
井
寺
）
と
い
う
故
事
に
拠
る
も
の
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
取
ら
れ

た
白
居
易
の
詩
（
雪
・
三
七
四
）
で
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
ま
た
、「
霧
」

よ
り
も
上
に
「
月
」
が
見
え
る
と
詠
む
歌
に
、
「
明
石
潟
島
隠
れ
つ
つ
行

く
舟
の
霧
よ
り
上
に
月
ぞ
残
れ
る
」
（
壬
二
集
・
二
九
八
一
）
。
「
秋
涼
」

は
秋
の
冷
気
。
和
漢
聯
句
に
「
月
に
ち
ぎ
れ
る
夜
半
ぞ
み
じ
か
き
／
下
榻

些
涼
到
（
榻
を
下
せ
ば
些
涼
到
る
）
」
（
文
明
年
間
六
月
十
九
日
和
漢
聯
句

・
二
九
・
周
基
）
と
い
う
例
が
あ
る
。「
月
深
」
、
す
な
わ
ち
月
が
更
け
る
、

夜
が
深
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
「
秋
涼
」
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。

【
訳
】
（
霧
よ
り
上
に
聳
え
る
楼
で
は
）
月
が
更
け
て
、
秋
の
冷
気
が
や

っ
て
来
る
。

海

遥

朝

日

遅

海
遥
か
に
し
て
朝
日
遅
し

化

●

○

○

●

◎

46【
式
目
】
雑

海
（
二
句
物
①
）

朝
（
二
句
物
②
）

【
押
韻
】

遅

（
和
訓
押
韻
）

遅
ヲ
ソ
シ

ヒ
サ
シ

ユ
ル
シ

ウ
ラ
ヽ
カ

（
漢
和
三
五
韻
）

ヲ
ソ
シ

【
注
釈
】
対
句
で
展
開
し
た
。
前
句
の
夜
の
景
に
対
し
て
朝
の
景
を
付
け

る
。
ま
た
、
前
句
で
秋
が
深
ま
っ
た
か
ら
日
の
昇
り
が
遅
い
と
付
け
た
か
。

「
深
→
海
」
「
朝
→
月
薄
き
」（
俳
諧
類
船
集
）
、
「
海
→
月
」（
竹
馬
集
）。

「
海
遥
」
と
は
、
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
。
「
遥
」
は
「
い
づ
く
よ
り

た
つ
と
も
わ
か
ず
霧
ふ
か
み
／
村
遥
桑
柘
煙
（
村
遥
か
に
し
て
桑
柘
煙

る
）」
（
天
文
十
九
年
十
月
二
十
二
日
和
漢
聯
句
・
六
・
三
条
公
頼
）
の
ほ

か
「
郷
遥
」
、
「
野
遥
」
な
ど
間
々
見
ら
れ
る
が
、
「
海
遥
」
の
用
例
は
和

漢
聯
句
で
は
稀
有
。
「
朝
日
遅
」
は
朝
日
が
昇
る
の
が
遅
い
の
意
。
和
漢

聯
句
に
、
「
山
ふ
か
く
花
に
と
い
そ
ぐ
袖
み
え
て
／
林
隙
日
昇
遅
（
林
隙

日
昇
る
こ
と
遅
し
）」
（
天
正
十
九
年
四
月
和
漢
千
句
・
第
五
・
五
〇
・
後

陽
成
院
）
と
い
う
例
が
見
え
た
。

【
訳
】
（
月
が
更
け
て
、
冷
や
か
な
秋
が
や
っ
て
来
る
。
）
海
か
ら
遠
く
離

れ
た
場
所
で
は
、
朝
日
は
ゆ
っ
く
り
昇
る
。

か
ら
崎
や
汀
の
氷
と
け
や
ら
で

47【
式
目
】
春
１
（
氷
と
け
）

汀
（
二
句
物
②
）

氷
（
四
句
物
①
）

【
注
釈
】
狩
野
本
は
「
か
ら
崎
や
」
を
「
唐
崎
の
」
に
つ
く
る
が
底
本
に

し
た
が
っ
た
。
「
氷
と
く
る
に
は
→
朝
日
さ
す
」
（
拾
花
集
）
、
「
凍
解
る
に

は
→
朝
日
さ
す
池
辺
」
（
竹
馬
集
）
。
「
朝
日
」
が
な
か
な
か
昇
っ
て
こ
な

い
と
詠
ん
だ
前
句
を
受
け
て
、
そ
れ
ゆ
え
「
汀
の
氷
」
が
解
け
き
ら
な
い
、

と
付
け
た
。
「
朝
日
さ
す
峰
の
雪
消
や
山
川
の
氷
の
上
の
水
の
白
波
」
（
草

根
集
・
二
〇
四
）
。
ま
た
前
句
の
「
海
」
を
当
該
句
で
は
琵
琶
湖
と
解
し

て
付
け
る
。
「
か
ら
崎
（
辛
崎
、
唐
崎
）
」
は
、
近
江
国
の
歌
枕
。
『
随
葉

集
』
の
「
か
ら
さ
き
→
氷
の
と
く
る
」
と
い
う
寄
合
、
そ
の
典
拠
と
な
る

『
詞
花
集
』
の
「
氷
り
ゐ
し
志
賀
の
唐
崎
う
ち
と
け
て
さ
ざ
波
寄
す
る
春

風
ぞ
吹
く
」
（
春
・
一
・
大
江
匡
房
）
よ
り
、
唐
崎
に
張
る
氷
の
こ
と
を

詠
む
の
が
常
套
だ
が
、
当
該
句
で
は
あ
え
て
「
と
け
や
ら
で
」
と
否
定
し

た
点
が
作
者
の
工
夫
か
。
一
句
で
解
し
た
時
は
、
氷
が
解
け
な
い
の
は
ま

だ
春
が
浅
い
た
め
で
あ
る
。
連
歌
の
類
例
に
、
「
ま
だ
下
も
え
は
草
ぞ
わ

か
れ
ぬ
／
春
あ
さ
き
汀
の
氷
む
す
ぼ
ゝ
れ
」
（
葉
守
千
句
・
第
九
・
二
九
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・
泰
諶
）
な
ど
。

【
訳
】
（
朝
日
が
ゆ
っ
く
り
昇
る
の
で
）
唐
崎
で
は
波
打
ち
際
の
氷
が
解

け
な
い
で
。

た
え
〴
〵
に
し
も
か
す
む
大
岳

護

お
ほ
だ
け

48【
式
目
】
春
２
（
か
す
む
）

【
注
釈
】「
比
叡
→
辛
崎
」（
俳
諧
類
船
集
）
、「
氷
と
く
る
→
け
む
る
朝
霞
」

（
拾
花
集
）
。「
氷
」
も
十
分
に
は
解
け
て
い
な
い
と
詠
む
前
句
を
受
け
て
、

霞
も
一
面
に
は
立
ち
こ
め
ず
「
た
え
〴
〵
」
に
た
な
び
く
早
春
の
景
で
付

け
た
。「
唐
崎
や
春
の
さ
ざ
波
う
ち
と
け
て
霞
を
う
つ
す
志
賀
の
山
陰
」（
拾

玉
集
・
一
七
一
〇
）
。
ま
た
、
前
句
の
水
辺
の
歌
枕
「
か
ら
崎
」
に
、
同

じ
近
江
国
に
あ
る
山
類
の
歌
枕
「
大
岳
」
を
付
け
、
解
け
な
い
氷
と
た
え

だ
え
の
霞
を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
和
句
に
よ
る
対
句
的
な
構
成
で
あ
る
。

「
た
え
〴
〵
」
は
『
日
葡
辞
書
』
に
「T

ayedaye.
タ
エ
ダ
エ
（
絶
え
絶

え
）

例
，T

ayedayeni
naru

（
絶
え
絶
え
に
な
る
）
次
第
に
衰
え
弱
っ

て
行
く
と
か
，
少
な
く
な
っ
て
行
く
と
か
す
る
，
な
ど
」
。
途
絶
え
そ
う

に
な
り
な
が
ら
も
、
か
ろ
う
じ
て
山
を
霞
ま
せ
て
い
る
さ
ま
で
あ
る
。
大

岳
は
比
叡
山
の
こ
と
。
「
比
叡
の
山
そ
の
大
岳
は
隠
れ
ね
ど
な
ほ
水
の
み

は
流
れ
て
ぞ
ふ
る
」
（
永
久
百
首
・
二
六
六
・
源
俊
頼
）。
ま
た
、
桂
宮
本

『
春
夢
草
』
に
は
「
比
叡
の
山
に
て
」
の
詞
書
を
持
つ
発
句
「
大
だ
け
や

月
に
す
ゝ
吹
あ
ら
し
哉
」
に
つ
い
て
「
大
嶽
は
ひ
え
の
山
の
高
き
心
也
。

景
気
ま
で
な
り
」
と
い
う
注
が
見
え
、
「
大
岳
」
と
は
比
叡
山
の
雄
大
さ

を
表
現
す
る
の
だ
、
と
説
明
し
て
い
る
。

【
訳
】
（
唐
崎
で
は
氷
も
解
け
切
ら
な
い
早
春
な
の
で
）
今
に
も
途
切
れ

そ
う
に
霞
む
雄
大
な
比
叡
の
山
。

松

風

花

欲

落

松
風

花
落
ち
ん
と
欲
す

節

○

○

○

●

●

49【
式
目
】
春
３
（
花
）

松
風
（
二
句
物
①
）

【
注
釈
】
狩
野
本
は
一
字
目
を
「
杉
」
に
つ
く
る
が
、
今
に
わ
か
に
そ
の

良
否
を
定
め
が
た
い
。
ひ
と
ま
ず
底
本
の
「
松
」
と
い
う
本
文
に
し
た
が

っ
て
注
釈
す
る
。
「
大
比
叡

近
江

→
花
」
（
俳
諧
類
船
集
）
、
「
花
→
霞
」
（
拾

花
集
）
。
前
句
「
大
岳
」
を
「
た
え
〴
〵
」
に
霞
ま
せ
て
い
る
の
は
「
松

風
」
に
よ
っ
て
散
っ
た
花
な
の
だ
、
と
付
け
た
。
「
霞
み
つ
つ
花
散
る
峰

の
朝
ぼ
ら
け
後
に
や
風
の
憂
さ
も
知
ら
れ
む
」
（
続
古
今
集
・
春
下
・
一

四
九
・
宜
秋
門
院
丹
後
）
に
近
い
発
想
で
、
前
句
を
霞
の
よ
う
に
舞
い
散

る
桜
を
描
い
た
も
の
と
読
み
な
し
、
そ
の
花
び
ら
が
今
に
も
枝
を
離
れ
よ

う
と
す
る
瞬
間
を
描
い
た
句
で
あ
る
。
松
風
が
花
を
散
ら
せ
る
と
詠
む
例

に
、
「
こ
の
ご
ろ
や
雪
を
雲
井
に
か
へ
す
ら
ん
花
の
麓
に
騒
ぐ
松
風
」
（
雪

玉
集
・
一
〇
六
）。
こ
の
場
合
、
「
松
風
」
は
早
春
の
山
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
前
句
の
「
か
す
む
」
を
実
際

の
霞
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
の
場
合
、
早
春
の
前
句
に
晩

春
の
景
を
付
け
た
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
さ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。

【
訳
】
松
風
が
吹
い
て
、
今
に
も
花
が
散
ろ
う
と
し
て
い
る
（
そ
の
花
が

途
切
れ
途
切
れ
に
比
叡
の
嶺
を
霞
ま
せ
て
ゆ
く
）
。

柳

巷

杏

堪

披

柳
巷

杏

披
く
に
堪
へ
た
り

心

●

●

●

○

◎

か
ら
も
も

50【
式
目
】
春
４
（
柳
・
杏
）

柳
（
三
句
物
①
）

【
押
韻
】
披
（
和
訓
押
韻
）

披
ヒ
ラ
ク

（
漢
和
三
五
韻
）

ヒ

【
注
釈
】
対
句
に
よ
っ
て
展
開
し
た
。
「
風
→
み
だ
る
ゝ
柳
」
（
俳
諧
類
船

ヒ
ラ
ク

集
）
、
「
花
→
柳
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）。
前
句
の
「
花
」
は
桜
の
白
色
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
た
が
、
当
該
句
で
は
赤
色
の
「
杏
」

を
付
け
て
対
句
と
し
た
。
な
お
和
漢
聯
句
に
お
け
る
「
花
」
と
「
杏
」
の
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対
比
効
果
に
つ
い
て
は
、
楊
昆
鵬
「
和
漢
聯
句
に
お
け
る
漢
的
素
材

―
「
杏
」
と
「
か
ら
も
も
」

―
」
（
「
連
歌
俳
諧
研
究
」
一
一
三
、
二

〇
〇
七
年
九
月
）
に
詳
し
い
。「
巷
」
は
『
説
文
解
字
』
に
「
里
中
道
（
里

中
の
道
）」
、
清
原
宣
賢
『
毛
詩
抄
』
巻
四
に
「
巷
は
入
え
の
様
な
道
ぞ
。

本
の
大
道
で
は
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
通
り
か
ら
離
れ
、
入
り
く
ん

だ
村
落
の
道
を
い
う
。
そ
こ
に
柳
が
生
え
て
い
る
の
が
「
柳
巷
」
で
あ
る
。

陶
淵
明
「
歸
園
田
居
」
五
首
其
一
に
「
狗
吠
深
巷
中
（
狗
は
吠
ゆ
深
巷
の

中
）」
（
古
文
真
宝
・
前
集
所
収
）
と
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、
隠
者
に
ふ
さ

わ
し
い
、
ひ
な
び
た
場
所
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
杏
の
花
は
ひ
ら
く
、
と

い
う
の
が
一
句
の
大
意
。「
柳
巷
」
に
咲
く
花
を
詠
む
詩
に
、
李
商
隠
「
戲

題
友
人
壁
（
戯
れ
に
友
人
の
壁
に
題
す
）
」
の
「
花
徑
逶
迤
柳
巷
深
、
小

闌
亭
午
囀
春
禽
（
花
径
逶
迤
と
し
て
柳
巷
深
く
、
小
闌
亭
午
春
禽
囀
る
）
」

が
あ
る
。

【
訳
】
（
松
風
に
花
が
散
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
に
は
、
）
柳
が
植
わ
っ
て
い
る

路
地
で
あ
っ
て
も
、
杏
が
花
開
く
に
十
分
だ
。

（
三
折
オ
）

樵

指

酒

村

咲

樵
は
酒
村
を
指
し
て
咲
ふ

甫

○

●

●

○

●

わ
ら

51【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
狩
野
本
は
以
下
、
挙
句
ま
で
を
欠
く
。
杏
の
咲
く
「
柳
巷
」
を

詠
ん
だ
前
句
に
対
し
て
、
遠
く
か
ら
「
あ
の
あ
た
り
が
酒
村
だ
」
と
指
さ

し
て
笑
う
樵
を
描
い
た
。
付
合
の
典
拠
は
『
聯
珠
詩
格
』
な
ど
に
収
め
ら

れ
た
杜
牧
「
淸
明
」
詩
、
「
淸
明
時
節
雨
紛
紛
、
路
上
行
人
欲
斷
魂
。
借

問
酒
家
何
處
有
、
牧
童
遙
指
杏
花
村
（
清
明
の
時
節
雨
紛
々
、
路
上
の
行

人
魂
を
断
た
ん
と
欲
す
。
借
問
す
酒
家
何
処
に
か
有
る
と
、
牧
童
遥
か
に

指
す
杏
花
の
村
）
」
。
「
咲
」
は
『
集
韻
』
に
「
笑
、
古
作
咲
（
笑
、
古
へ

は
咲
に
作
る
）
」
と
見
え
、
わ
ら
う
の
意
。
こ
こ
で
は
前
句
「
杏
堪
披
」

を
受
け
て
、
「
杏
の
花
が
咲
く
よ
う
に
、
樵
も
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
」
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
和
漢
聯
句
で
は
「
紅
意
尋
花
履
（
紅
意
花
を

尋
ぬ
る
履
）
／
黄
封
沽
杏
帘
（
黄
封
杏
を
沽
る
帘
）」
（
慶
長
四
年
九
月
十

う

は
た

一
日
和
漢
聯
句
・
五
〇
・
英
甫
永
雄
）
の
よ
う
に
、
「
杏
」
が
「
酒
」
の

暗
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
例
も
少
な
く
な
く
、
両
者
は
縁
語
関
係
に
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【
訳
】
樵
夫
は
酒
屋
の
あ
る
村
を
指
さ
し
て
笑
う
（
そ
こ
に
は
柳
が
あ
り
、

杏
が
花
開
い
て
い
る
）。

い
そ
ぐ
行
衛
の
ち
か
き
朝
市

然

52【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
「
酒
→
市
の
か
り
や
」
（
拾
花
集
）
、
「
市
→
酌
酒
」
（
拾
花
集
、

竹
馬
集
）
と
い
っ
た
寄
合
書
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
市
」

は
酒
を
飲
ま
せ
る
場
所
で
も
あ
る
。
「
風
寒
み
旅
な
る
人
の
道
ぶ
り
に
飲

み
捨
て
て
行
く
市
の
味
酒
」
（
草
根
集
・
九
八
八
〇
）。
そ
こ
で
、
樵
も
、

樵
に
た
ず
ね
た
人
も
、
と
も
ど
も
に
「
朝
市
」
へ
と
急
ぐ
、
と
展
開
し
た
。

「
柴
お
ふ
馬
の
急
ぎ
行
迒
／
い
ま
だ
日
は
出
や
ら
ぬ
間
の
朝
市
に
」
（
天

あ
と

正
十
四
年
十
二
月
七
日
漢
和
聯
句
・
二
九
・
細
川
幽
斎
）
の
例
が
示
す
と

お
り
、
樵
は
柴
を
売
る
た
め
に
市
へ
行
く
。
わ
ざ
わ
ざ
「
ち
か
き
朝
市
」

に
「
い
そ
ぐ
」
の
は
、
利
を
求
め
る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
「
鼓
声
報
市
来

（
鼓
声
市
の
来
る
を
報
ず
）
／
利
奔
何
踏
実
（
利
に
奔
り
て
何
ぞ
実
を
踏

ま
ん
）
」（
慶
長
十
八
年
九
月
二
十
三
日
和
漢
聯
句
・
九
三
・
有
節
瑞
保
）
。

一
方
酒
客
は
、
か
し
こ
に
旗
亭
あ
り
と
聞
い
て
は
、
ひ
と
と
き
も
が
ま
ん

が
な
ら
ず
、
道
が
せ
か
れ
る
。
両
者
、
事
情
は
異
な
る
が
、
「
ち
か
き
朝

市
」
に
急
が
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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【
訳
】
（
酒
屋
の
あ
る
村
を
指
さ
し
て
笑
っ
た
樵
も
、
教
え
て
も
ら
っ
た

人
も
）
急
い
で
行
っ
た
先
は
、
近
く
の
朝
市
。

程
〳
〵
に
こ
ゆ
べ
き
年
の
春
待
て

高

53【
式
目
】
冬
１
（
春
待
て
）

【
注
釈
】
「
年
の
暮
→
い
そ
が
は
し
き
ゆ
き
ゝ
」（
随
葉
集
）
、
「
と
し
の
く

れ
→
往
来
を
急
道
」（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）。
前
句
「
ち
か
き
朝
市
」
に
「
い

そ
ぐ
」
理
由
を
、
年
越
し
を
ひ
か
え
た
あ
わ
た
だ
し
さ
ゆ
え
だ
と
見
定
め

て
付
け
た
句
。
同
様
の
発
想
に
「
袖
は
へ
て
年
の
境
に
立
つ
市
の
行
き
か

ひ
急
ぐ
道
ぞ
に
ぎ
は
ふ
」（
黄
葉
集
・
一
〇
二
三
・
市
歳
暮
）
が
あ
る
。「
程

〳
〵
に
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
ほ
ど
に
応
じ
て
の
意
。
『
日
葡
辞
書
』

に
「F

odofodoni
xitagatte.

（
程
々
に
随
つ
て
）
す
な
わ
ち
，bũzaini

xitagatte.

（
分
際
に
随
つ
て
）
能
力
に
従
っ
て
」
と
い
う
説
明
が
見
え
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
春
を
迎
え
る
さ
ま
を
詠
む
こ
と
は
、
当
時
一
つ
の
定
型
で

あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
句
に
似
た
例
と
し
て
「
暮
に
し
こ
ろ
の
年
の
い
と

な
み
／
こ
と
ぶ
き
も
そ
の
ほ
ど
〳
〵
に
し
た
が
ひ
て
」
（
飯
盛
千
句
・
第

五
・
六
一
・
為
清
）
、
「
恵
み
あ
れ
ば
上
中
下
の
ほ
ど
ほ
ど
に
我
が
身
の
春

を
宿
に
迎
へ
て
」
（
後
十
輪
院
集
・
三
四
五
・
毎
家
有
春
）
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

【
訳
】（
近
く
の
朝
市
に
急
ぐ
の
は
）
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
ほ
ど
に
応
じ
て
、

年
を
越
そ
う
と
春
を
待
っ
て
（
い
る
か
ら
だ
）。

わ
か
つ
位
は
し
な
〴
〵
に
こ
そ

54【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
身
の
ほ
ど
に
応
じ
て
年
越
し
を
す
る
と
い
う
前
句
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
位
」（
官
位
）
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
「
程
〳
〵
」

が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
、
と
付
け
た
。
ま
た
、
叙
位
は
正
月
の
五
日
ま
た

は
六
日
に
行
わ
れ
る
た
め
、
「
春
待
ち
て
」
と
呼
応
す
る
（
た
だ
し
一
句

で
は
無
季
）
。
「
し
な
〴
〵
」
は
「X

inajina.

シ
ナ
ジ
ナ
（
品
々
）

多
く

の
，
あ
る
い
は
，
様
々
の
種
類
や
型
」
（
日
葡
辞
書
）
が
あ
る
こ
と
。
「
暁

珂
拝
紫
宸
（
暁
珂
紫
宸
を
拝
す
）
／
し
な
〴
〵
に
つ
か
ふ
る
み
ち
を
あ
ふ

げ
な
を
」
（
天
文
十
六
年
十
一
月
八
日
和
漢
聯
句
・
一
一
・
雅
業
王
）
の

よ
う
な
例
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
句
は
「
人
々
は
数
多
く
の
「
位
」
に
分
か

れ
て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、

朝
廷
に
仕
え
て
い
る
」
の
意
を
含
む
か
。
な
お
、
北
村
季
吟
『
増
山
井
』

に
「
諸
臣
の
年
労
を
奏
し
、
位
を
次
第
に
叙
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

「
し
な
〴
〵
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の
功
労
に
し
た
が
っ
て
」
と
も
解
せ
よ
う

が
、
類
例
が
和
歌
、
連
歌
に
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
先

の
解
釈
に
拠
る
。

【
訳
】
（
そ
れ
ぞ
れ
の
身
の
ほ
ど
に
応
じ
て
、
年
を
越
そ
う
と
春
を
待
つ

の
は
、
）
位
が
さ
ま
ざ
ま
に
分
か
れ
て
い
る
（
か
ら
だ
）。

あ
ら
そ
ふ
も
け
ふ
の
馬
場
の
右
左

日
野

う
ま

ば

55【
式
目
】
夏
１
（
馬
場
の
右
左
）

【
注
釈
】
前
句
「
位
」
か
ら
詞
の
縁
で
「
あ
ら
そ
ふ
」
を
連
想
し
た
。
陰

暦
五
月
五
日
、
六
日
、
騎
射
を
競
っ
た
引
折
（
日
折
）
の
行
事
を
詠
ん
だ

ひ

お
り

句
。
前
句
「
位
」
を
競
技
結
果
の
意
に
取
り
な
し
て
付
け
た
。
引
折
に
つ

い
て
は
、
一
条
兼
良
『
歌
林
良
材
集
』
巻
下
・
二
十
五
に
「

凡

左
右
近

お
よ
そ

の
騎
射
は
、
五
月
三
日
は
左
近
荒
手

結

、
四
日
は
右
近
の
あ
ら
て
つ
が

あ
ら

て

つ
が
ひ

ひ
、
又
五
日
は
左
近
の
真
手

結

、
六
日
は
右
近
の
真
手
つ
が
ひ
也
」
と

ま

て

つ
が
ひ

見
え
る
（
『
謡
抄
』
右
近
も
こ
れ
を
引
い
て
注
す
る
）。
文
中
「
荒
手
結
」

は
予
行
演
習
、
「
真
手
結
」
は
本
番
の
騎
射
を
い
い
、
五
日
は
左
近
衛
府
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の
舎
人
、
六
日
は
右
近
衛
府
の
舎
人
が
つ
と
め
た
。
当
時
す
で
に
衰
退
し

て
い
た
ら
し
い
が
、
連
歌
に
は
「
車
の
右
に
乗
り
し
帰
る
さ
／
人
の
見
る

馬
場
の
ひ
を
り
時
過
ぎ
て
」（
竹
林
抄
・
雑
上
・
一
〇
八
七
・
宗
砌
）
、「
あ

す
は
い
か
な
る
道
か
分
ま
し
／
あ
ら
そ
へ
る
馬
場
の
ま
へ
の
み
ぎ
ひ
だ

り
」
（
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
千
句
連
歌
・
第
七
・
八
一
・
紹
巴
）
な
ど
の

例
が
あ
り
、
『
拾
花
集
』
夏
に
も
「
ひ
お
り
の
日

右
近
左
近
の
馬
場
に

て
の
祭
の
日
の
事
也
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
結
句
「
右
左
」
は
右
近
の
馬

場
と
左
近
の
馬
場
の
意
。
日
折
の
騎
射
が
そ
れ
ぞ
れ
の
馬
場
で
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
次
句
の
注
釈
に
引
く
業
平
歌
か
ら
分
か
る
。

【
訳
】
人
々
が
争
う
の
は
今
日
の
こ
の
日
の
右
近
、
左
近
の
馬
場
（
引
折

の
結
果
は
、
勝
ち
負
け
さ
ま
ざ
ま
だ
）。

道
も
さ
り
あ
へ
ず
た
て
る
小
車

宰
相

56【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
底
本
は
「
さ
か
あ
す
」
に
つ
く
る
が
、
句
意
か
ら
考
え
て
天
理

ま
カ

本
の
本
文
「
さ
り
あ
へ
す
」
を
採
る
。
引
折
の
騎
射
を
見
よ
う
と
集
ま
っ

た
物
見
車
が
、
避
け
き
れ
な
い
ほ
ど
道
に
立
ち
な
ら
ん
で
い
る
さ
ま
を
詠

ん
だ
句
。
以
下
に
示
す
『
古
今
集
』
恋
一
の
贈
答
歌
に
よ
り
、
「
馬
場
の

右
左
」（
引
折
）
と
「
小
車
」
が
寄
合
と
な
る
。「
車
→
ひ
ほ
り
の
日
」（
連

珠
合
璧
集
）
、
「
ひ
を
り
の
日
→
立
る
小
車
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）。

右
近
の
馬
場
の
引
折
の
日
、
向
か
ひ
に
立
て
た
り
け
る
車
の

下
簾
よ
り
女
の
顔
の
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、
詠
ん
で
つ
か

は
し
け
る

在
原
業
平
朝
臣

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め

暮
ら
さ
む

返
し

よ
み
人
知
ら
ず

知
る
知
ら
ぬ
何
か
あ
や
な
く
分
き
て
言
は
む
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ

な
り
け
れ

（
古
今
集
・
恋
一
・
四
七
六
／
四
七
七
）

右
近
の
馬
場
の
騎
射
を
見
物
に
来
た
女
に
業
平
が
恋
を
し
か
け
た
と
い
う

こ
の
話
は
、
『
伊
勢
物
語
』
九
十
九
段
の
ほ
か
、
『
竹
馬
集
』
に
も
引
か
れ

る
な
ど
、
連
歌
の
世
界
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
「
道
も
さ
り

あ
へ
ず
」
は
『
古
今
集
』
春
下
「
あ
づ
さ
ゆ
み
春
の
山
辺
を
越
え
く
れ
ば

道
も
さ
り
あ
へ
ず
花
ぞ
散
り
け
る
」
（
一
一
五
・
紀
貫
之
）
以
来
の
定
型

表
現
。
道
に
も
の
が
充
満
す
る
さ
ま
を
い
う
。「
小
車
」
は
『
日
葡
辞
書
』

に
「V

ogurum
a.

ヲ
グ
ル
マ
（
小
車
）

詩
歌
語
．
車
」
と
見
え
、
単
に

車
（
牛
車
）
の
意
。

【
訳
】
（
技
量
を
争
う
今
日
の
こ
の
日
、
右
近
、
左
近
の
馬
場
の
騎
射
を

見
物
し
よ
う
と
）
道
に
避
け
き
れ
な
い
ほ
ど
車
が
と
ま
っ
て
い
る
。

野

花

除

露

摘

野
花
露
を
除
ひ
て
摘
む

圃

●

○

○

●

●

は
ら

57【
式
目
】
秋
１
（
野
花
・
露
）

【
注
釈
】
前
句
「
小
車
」
を
野
遊
び
の
そ
れ
と
取
り
な
し
た
。
人
々
は
秋

の
野
に
集
ま
り
、
花
に
宿
る
露
を
は
ら
い
落
と
し
な
が
ら
折
っ
て
い
る
。

「
除
」
は
『
類
聚
名
義
抄
』
『
色
葉
字
類
抄
』
な
ど
に
「
ハ
ラ
フ
」
の
訓

が
見
え
た
。
「
秋
の
野
の
露
に
置
か
る
る
女
郎
花
払
ふ
人
な
み
濡
れ
つ
つ

や
ふ
る
」
（
後
撰
集
・
秋
中
・
二
七
五
・
よ
み
人
知
ら
ず
）
の
よ
う
な
和

語
表
現
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
露
は
花
を
折
る
人
の
袖
を
濡
ら
す
。

「
い
く
た
び
か
袖
濡
ら
し
け
ん
萩
が
花
折
ら
ば
落
ち
ぬ
べ
き
露
と
見
な
が

ら
」
（
衆
妙
集
・
三
四
二
）。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
句
は
「
除
露
摘
」
と
詠
む

の
だ
が
、
和
歌
、
連
歌
で
は
普
通
「
た
と
え
袖
が
濡
れ
て
も
、
美
し
い
花

を
手
折
ろ
う
」
と
う
た
う
こ
と
が
多
い
。
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【
訳
】
（
道
に
避
け
き
れ
な
い
ほ
ど
車
が
と
ま
っ
て
い
る
の
は
）
露
を
払

っ
て
野
に
咲
く
花
を
摘
む
（
た
め
で
あ
る
）。

秋

菊

歴

霜

衰

秋
菊
霜
を
歴
て
衰
ふ

心

○

●

●

○

◎

へ

58【
式
目
】
秋
２
（
秋
菊
）

【
押
韻
】
衰
（
和
訓
押
韻
）

衰
ヲ
ト
ロ
フ

（
漢
和
三
五
韻
）

ヲ
ト
ロ
フ

【
注
釈
】
天
理
本
は
「
菊
」
を
「
匊
」
に
つ
く
る
が
、
底
本
に
し
た
が
う
。

対
句
に
よ
っ
て
展
開
し
た
。
ま
た
「
菊
→
摘
」
（
連
珠
合
璧
集
）
と
い
う

寄
合
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
菊
が
霜
に
よ
っ
て
す
が
れ
て
ゆ
く
さ
ま
は
、

晩
秋
の
象
徴
。
時
節
の
う
つ
ろ
い
を
あ
ら
わ
す
。
古
く
は
『
文
選
』
巻
二

十
六
に
収
め
る
謝
朓
「
暫
使
下
都
夜
發
新
林
至
京
邑
贈
西
府
同
僚
（
暫
く

下
都
に
使
ひ
し
夜
新
林
を
発
し
て
京
邑
に
至
ら
ん
と
し
西
府
の
同
僚
に
贈

る
）」
詩
に
「
時
菊
委
嚴
霜
（
時
菊
厳
霜
に
委
む
）
」
と
う
た
わ
れ
、
李
周

し
ぼ

翰
の
注
に
「
委
謂
零
落
也
（
委
は
零
落
を
謂
へ
る
な
り
）
」
と
い
う
。
和

漢
聯
句
で
は
「
蝶
恨
逢
梅
慰
（
蝶
恨
梅
に
逢
ひ
て
慰
む
）
／
し
も
に
か
れ

に
し
薗
の
白
菊
」（
天
文
十
一
年
十
二
月
九
日
和
漢
聯
句
・
五
八
・
宗
牧
）

の
よ
う
な
例
が
あ
っ
た
。
な
お
『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
は
、
「
菊
ハ
落
チ

ヌ
花
卜
見
エ
タ
ル
也
」
、
菊
は
花
び
ら
を
散
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
枝
に
残

っ
た
ま
ま
萎
れ
て
ゆ
く
と
い
う
考
証
が
見
え
た
（
了
彦
登
「
淵
明
采
菊
」

詩
の
抄
文
）
。

【
訳
】
（
野
の
花
は
露
を
払
っ
て
摘
む
。
）
秋
の
菊
は
（
く
り
か
え
し
）
霜

を
帯
び
て
衰
え
る
。

寂

籟

扣

蛩

戸

寂
籟
蛩
戸
を
扣
く

化

○

●

●

○

●

た
た

59【
式
目
】
秋
３
（
蛩
）

【
注
釈
】
「
蛩
」
は
き
り
ぎ
り
す
の
意
。
「
き
り
ぎ
り
す
→
霜
夜
」
（
随
葉

集
、
竹
馬
集
）
。
蘇
軾
「
和
子
由
記
園
中
草
木
（
子
由
に
和
し
て
園
中
の

草
木
を
記
す
）
」
十
一
首
其
十
に
「
菊
衰
蛩
亦
蟄
（
菊
衰
へ
て
蛩
も
亦
た

蟄
す
）
」
と
う
た
う
よ
う
に
、
菊
が
衰
え
る
こ
ろ
に
は
虫
も
ま
た
そ
の
住

処
を
変
え
る
。『
毛
詩
』
豳
風
「
七
月
」
に
は
「
七
月
在
野
、
八
月
在
宇
、

九
月
在
戸
、
十
月
蟋
蟀
入
我
牀
下
（
七
月
野
に
在
り
、
八
月
宇
に
在
り
、

九
月
戸
に
在
り
、
十
月
蟋
蟀
我
が
牀
下
に
入
る
）
」
と
見
え
、
「
蛩
戸
」
は

こ
れ
を
踏
ま
え
た
表
現
。
九
月
に
な
る
と
き
り
ぎ
り
す
は
「
戸
」
で
鳴
き
、

そ
こ
に
さ
び
し
げ
な
風
が
訪
れ
る
、
と
い
う
の
が
一
句
の
意
で
あ
る
。

「
籟
」
は
「
ま
も
り
す
つ
る
関
屋
も
古
り
ぬ
す
ゞ
か
山
／
花
後
籟
何
歎
（
花

後
籟
何
ぞ
嘆
か
ん
）
」
（
慶
長
十
五
年
十
月
某
日
和
漢
聯
句
・
九
八
・
土
御

門
泰
重
）
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
風
を
指
す
。
秋
風
で
あ
る
の
で
「
寂
籟
」

と
し
た
。
風
が
戸
を
「
扣
」
く
と
詠
む
こ
と
、
た
と
え
ば
和
漢
聯
句
で
は

「
楊
清
竹
作
隣
（
楊
は
清
う
し
て
竹
隣
を
作
す
）
／
誰
歟
風
扣
戸
（
誰
な

ら
ん
か
風
戸
を
扣
く
）
」
（
慶
長
九
年
九
月
和
漢
千
句
・
第
六
・
八
五
・
以

心
崇
伝
）
と
う
た
わ
れ
る
。

【
訳
】
（
秋
の
菊
が
霜
を
帯
び
て
衰
え
る
こ
ろ
、
）
さ
び
し
げ
な
風
は
、
き

り
ぎ
り
す
の
鳴
く
戸
を
叩
く
。

夢
よ
り
後
も

長

夜
の
床

尹

な
が
き

60【
式
目
】
秋
４
（
長
夜
）

【
注
釈
】
天
理
本
は
「
夢
」
を
「
み
た
」
に
つ
く
る
が
、
内
容
か
ら
考
え

夢
歟

て
底
本
に
し
た
が
う
。「
き
り
ぎ
り
す
→
ゆ
か
の
あ
た
り
」（
連
珠
合
璧
集
）
、

「
き
り
ぎ
り
す
→
床
の
下
」
（
随
葉
集
、
竹
馬
集
）
、「
戸
→
人
ま
つ
」
（
拾

花
集
、
竹
馬
集
）
。
「
風
が
戸
を
た
た
く
」
さ
ま
を
描
い
た
前
句
か
ら
、
そ

れ
を
人
の
訪
れ
と
聞
き
な
す
よ
う
な
「
夜
の
床
」
の
情
景
へ
と
展
開
し
た
。

「
夢
よ
り
後
も
」
は
、
夢
か
ら
覚
め
た
後
の
意
。
「
い
か
に
寝
て
見
え
し
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な
る
ら
む
う
た
た
ね
の
夢
よ
り
後
は
も
の
を
こ
そ
思
へ
」
（
新
古
今
集
・

恋
五
・
一
三
八
〇
・
赤
染
衛
門
）
、
「
あ
は
れ
な
を
妻
こ
ふ
鹿
に
音
を
そ
へ

て
／
夢
よ
り
の
ち
も
か
た
し
き
の
山
」
（
大
原
野
千
句
・
第
十
・
二
〇
・

宗
仍
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
目
覚
め
て
み
る
と
、
期
待
し
た
人
の
訪
れ
は

な
く
、
た
だ
風
の
音
が
「
長
夜
の
床
」
に
響
く
。
一
句
の
し
み
じ
み
と
し

た
情
趣
は
、
恋
呼
び
と
し
て
次
句
に
は
た
ら
き
か
け
る
。

【
訳
】
（
さ
び
し
げ
な
風
が
、
き
り
ぎ
り
す
の
鳴
く
戸
を
叩
く
音
で
）
夢

か
ら
覚
め
た
後
も
夜
は
長
く
つ
づ
く
閨
の
床
。

別
て
の
形
見
と
む
か
ふ
空
の
月

護

61【
式
目
】
秋
５
（
月
）

恋
１
（
別
て
・
形
見
）

空
（
四
句
物
②
）

【
注
釈
】
「
夜
→
月
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）
。
恋
人
の
こ
と
を
思
う
よ
す

が
と
し
て
月
を
眺
め
る
女
の
様
子
を
付
け
る
。
前
句
と
付
い
た
場
合
に
は

夢
の
中
で
の
逢
瀬
が
果
て
た
後
の
女
の
様
子
と
な
る
。
「
思
ひ
き
や
夢
を

こ
の
世
の
契
り
に
て
覚
む
る
別
れ
を
嘆
く
べ
し
と
は
」
（
千
載
集
・
恋
二

・
七
五
六
・
俊
恵
）
。
月
が
恋
人
の
「
形
見
」
と
な
る
例
に
は
「
つ
れ
な

し
と
言
ひ
て
も
今
は
有
明
の
月
こ
そ
人
の
形
見
な
り
け
れ
」
（
続
後
撰
集

・
恋
五
・
九
七
二
・
二
条
道
良
）
、
「
い
つ
か
へ
り
こ
む
ふ
る
さ
と
の
秋
／

わ
す
れ
じ
の
月
の
み
人
の
か
た
み
に
て
」
（
新
撰
菟
玖
波
集
・
恋
下
・
二

〇
〇
四
・
冷
泉
為
広
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
月
を
つ
く
づ
く
と
眺
め
る

様
を
「
月
に
む
か
ふ
」
と
す
る
和
歌
の
例
に
は
、
「
冴
え
わ
た
る
月
に
む

か
ひ
て
打
つ
衣
幾
年
秋
の
声
を
告
ぐ
ら
ん
」
（
拾
遺
愚
草
・
二
三
二
五
）

な
ど
が
あ
る
も
の
の
そ
の
数
は
少
な
く
、
「
見
し
夢
の
か
へ
る
空
こ
そ
静

か
な
れ
／
月
に
む
か
へ
ば
又
秋
の
か
ぜ
」
（
葉
守
千
句
・
第
三
・
二
八
・

玄
清
）
な
ど
を
は
じ
め
、
連
歌
に
お
い
て
好
ま
れ
た
。

【
訳
】（
夢
が
覚
め
、
恋
人
と
）
別
れ
た
後
の
形
見
と
し
て
見
る
空
の
月
。

独

臥

涙

淋

漓

独
臥
涙
淋
漓
た
り

●

●

●

○

◎

62【
式
目
】
恋
２
（
独
臥
）

独
（
三
句
物
①
）

【
押
韻
】
漓
（
和
訓
押
韻
）

漓
ソ
ヽ
ク

（
漢
和
三
五
韻
）

ソ
ヽ
ク

【
注
釈
】
「
後
朝
→
床
に
涙
の
あ
ま
る
」
（
随
葉
集
）
、
「
別
→
涙
」
（
拾
花

集
、
竹
馬
集
）
、
「
月
→
独
ね
」（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）。
別
離
の
後
に
月
を

眺
め
る
と
い
う
前
句
に
、
一
人
床
に
臥
し
な
が
ら
涙
す
る
様
を
付
け
た
。

「
独
臥
」
は
一
人
で
寝
る
こ
と
。
白
居
易
「
秋
夕
」
詩
に
「
夜
深
方
獨
臥
、

誰
爲
拂
塵
床
（
夜
深
く
し
て
方
に
独
臥
し
、
誰
が
為
に
塵
床
を
払
は
ん
）
」

の
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
当
該
句
で
い
う
「
独
臥
」
は
恋
人
の
来
訪
が
な

い
ま
ま
寂
し
く
寝
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
和
語
に
言
う
「
独
り
寝
」
の
意
で

用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
打
越
の
句
に
「
長
夜
の
床
」
と
あ
る
た
め
、

当
該
句
で
「
独
臥
」
と
す
る
の
は
本
来
不
適
で
あ
ろ
う
。
「
淋
漓
」
は
液

体
の
滴
る
様
で
、
『
韻
府
群
玉
』
に
「
淋
漓
〈
赤
龍
抜
鬚
血
ー
ー
、
韓
。

又
酒
ー
ー
、
墨
ー
ー
。
〉
」（
上
平
声
四
支
韻
）
と
あ
る
。
当
該
句
で
は
「
涙
」

の
滴
り
落
ち
る
様
を
「
淋
漓
」
と
す
る
。

【
訳
】
（
別
れ
て
後
、
恋
人
の
形
見
と
し
て
月
を
眺
め
て
い
る
。
）
独
り
床

に
臥
し
て
い
る
と
、
涙
が
流
れ
落
ち
る
。

写

紙

情

猶

薄

紙
に
写
せ
ば
情
猶
ほ
薄
し

心

●

●

○

○

●

63【
式
目
】
恋
３
（
情
）

【
注
釈
】
『
連
珠
合
璧
集
』
の
「
恋
の
心
」
の
中
に
「
な
さ
け
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
恋
の
句
と
と
る
。
一
人
床
に
臥
し
て
涙
す
る
女
に
対
し
、
そ

の
涙
の
理
由
を
薄
情
な
男
か
ら
の
手
紙
と
し
て
付
け
た
。
ま
た
、
前
句
の

「
淋
漓
」
に
つ
い
て
は
、
春
沢
永
恩
「
雁
字
」
詩
「
欲
爲
蘇
卿
寫
鄕
信
、

湘
江
煙
雨
墨
淋
漓
（
蘇
卿
為
ら
ん
と
欲
し
て
郷
信
を
写
す
、
湘
江
の
煙
雨

墨
淋
漓
た
り
）
」
（
翰
林
五
鳳
集
所
収
）
の
よ
う
に
た
っ
ぷ
り
と
し
た
墨
痕
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を
形
容
す
る
例
が
多
く
、
当
該
句
の
「
写
紙
」
を
導
く
要
素
で
あ
っ
た
か
。

「
薄
情
」
の
語
は
、
『
錦
繡
段
』
崔
道
融
「
長
門
怨
」
詩
に
「
錯
把
黃
金

買
詩
賦
、
相
如
自
是
薄
情
人
（

錯

り
て
黄
金
を
把
り
て
詩
賦
を
買
ふ
、

あ
や
ま

と

相
如
は
自
ら
是
れ
薄
情
人
）」
と
見
え
る
。
「
相
如
」
す
な
わ
ち
司
馬
相
如

は
、
卓
文
君
を
妻
と
し
な
が
ら
、
茂
陵
に
住
む
女
に
心
引
か
れ
る
。
こ
の

時
の
浮
気
心
が
「
薄
情
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。
当
該
句
の
「
情
猶
薄
」

は
、
男
の
来
訪
が
途
絶
え
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
手
紙
に
書
か
れ

た
言
葉
を
見
て
も
、
や
は
り
そ
こ
に
は
男
の
薄
情
さ
が
表
れ
て
い
る
、
と

す
る
。
和
漢
聯
句
に
、
「
花
に
か
り
ね
の
枕

駢

／
写
紙
情
弥
薄
（
紙
に

な
ら
ぶ
る

写
せ
ば
情
弥
い
よ
薄
し
）
」（
慶
長
九
年
九
月
和
漢
千
句
・
第
二
・
七
三
・

梅
心
正
悟
）
の
類
例
が
見
ら
れ
る
。

【
訳
】
（
薄
情
な
男
の
手
紙
を
読
み
な
が
ら
、
床
で
一
人
涙
を
流
す
。
）
紙

に
綴
ら
れ
た
そ
の
情
は
、
や
は
り
薄
っ
ぺ
ら
で
あ
る
。

聞

笳

響

若

悲

笳
を
聞
け
ば
響
き
悲
し
む
が
若
し

雲

○

○

●

●

◎

64【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
悲
（
和
訓
押
韻
）

悲
カ
ナ
シ
ム

イ
タ
ム

（
漢
和
三
五
韻
）

カ
ナ
シ
ム

【
注
釈
】
底
本
、
狩
野
本
は
二
字
目
を
「
箔
」
と
す
る
が
、「
箔
」
「
若
」

は
共
に
仄
声
で
あ
り
、
平
仄
が
合
わ
な
い
。
天
理
本
「
笳
」
は
平
声
で
、

意
味
の
上
か
ら
も
適
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
「
笳
」
に
改
め
た
。
手
紙
を

読
む
こ
と
で
感
じ
る
悲
し
さ
を
詠
む
前
句
に
対
し
、
当
該
句
は
「
笳
」
を

聴
く
こ
と
で
感
じ
る
悲
し
さ
を
詠
む
こ
と
で
対
句
を
構
成
し
て
い
る
。「
胡

笳
」
は
『
韻
府
群
玉
』
に
「
笳
〈
胡
人
捲
蘆
葉
吹
之
（
胡
人
蘆
葉
を
捲
き

て
之
を
吹
く
）
〉
」
（
下
平
声
六
麻
韻
）
と
あ
る
通
り
、
胡
国
の
人
が
吹
く

蘆
笛
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
暁
に
「
泣
胡
城
而
百
戰
之
師
、
胡
笳
未
歇
（
胡

城
に
泣
い
て
百
た
び
戦
ふ
師
、
胡
笳
未
だ
歇
ま
ず
）
」
（
四
一
七
）
、
ま
た

杜
甫
「
遣
懷
」
詩
に
「
天
風
隨
斷
柳
、
客
淚
墮
淸
笳
（
天
風
断
柳
に
随
ひ
、

客
涙
清
笳
に
堕
つ
）
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
辺
境
の
地
で
聞
く
笳
の
響
き

は
、
人
に
悲
し
み
を
催
さ
せ
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

和
漢
聯
句
で
も
「
衣
う
つ
さ
と
は
い
づ
く
の
秋
深
て
／
塞
笳
出
霧
酸
（
塞

笳
霧
を
出
て
酸
た
り
）」
（
天
文
六
年
五
月
十
日
和
漢
聯
句
・
九
〇
・
高
辻

長
雅
）
の
よ
う
に
笳
の
音
を
詠
む
句
が
見
ら
れ
る
。

【
訳
】
（
紙
に
綴
ら
れ
た
そ
の
情
は
、
や
は
り
薄
っ
ぺ
ら
で
あ
る
。）
笳
の

音
を
聞
く
と
、
そ
の
響
き
は
悲
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

（
三
折
ウ
）

と
ゞ
む
る
も
も
ろ
こ
し
舟
の
名
残
あ
れ
や

宰
相

65【
式
目
】
雑

名
残
（
二
句
物
①
）

【
注
釈
】
胡
笳
を
聞
い
て
郷
愁
の
思
い
を
抱
く
と
い
う
前
句
か
ら
、
そ
の

地
へ
赴
く
「
も
ろ
こ
し
舟
」
を
付
け
た
。
『
連
珠
合
璧
集
』
は
「
も
ろ
こ

し
舟
」
の
付
合
と
し
て
「
松
浦
さ
よ
姫
」
を
載
せ
て
お
り
、
こ
れ
が
当
該

句
の
典
拠
で
あ
ろ
う
。
『
万
葉
集
』
巻
五
に
は
松
浦
佐
用
姫
の
伝
説
を
元

に
山
上
憶
良
が
詠
ん
だ
和
歌
（
八
七
一
）
が
残
り
、
『
歌
林
良
材
抄
』
は

そ
れ
を
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
。
「
松
浦
佐
用
姫
領
巾
麾
山
事
／
と
ほ

つ
人
松
浦
さ
よ
姫
妻
恋
に
ひ
れ
ふ
り
し
よ
り
お
へ
る
山
の
名

憶
良
／

右
、
欽
明
天
皇
の
御
時
、
大
伴
佐
堤
比
古
遣
唐
使
に
て
も
ろ
こ
し
へ
わ
た

り
け
る
時
、
其
妾
さ
よ
ひ
め
名
残
を
を
し
み
て
、
松
浦
山
に
の
ぼ
り
て
、

き
ぬ
の
ひ
れ
を
ふ
り
、
其
舟
を
ま
ね
き
し
に
よ
り
て
そ
れ
よ
り
其
山
を
ひ

れ
ふ
る
山
と
名
づ
け
侍
り
。
其
事
を
山
上
の
憶
良
が
よ
め
る
也
」
（
巻
下

・
二
）。
ま
た
『
万
葉
集
』
同
巻
に
は
、
「
行
く
舟
を
振
り
留
み
か
ね
い
か

ば
か
り
恋
し
く
あ
り
け
む
松
浦
佐
用
姫
」
（
八
七
五
）
と
、
大
伴
狭
手
彦

の
乗
る
舟
を
引
き
留
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
松
浦
佐
用
姫
の
無
念
を
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思
い
や
る
歌
も
見
え
る
。
「
名
残
」
は
当
該
句
に
お
い
て
、
ま
ず
「
な
が

れ
行
此
水
上
は
な
み
だ
に
て
／
名
残
な
が
む
る
よ
ど
の
川
舟
」
（
永
原
千

句
・
第
五
・
九
八
・
兼
載
）
の
よ
う
に
、
舟
が
通
っ
た
後
に
立
つ
波
を
指

す
「
余
波
」
の
意
を
持
つ
。
加
え
て
、
「
面
影
の
忘
ら
る
ま
じ
き
別
か
な

名
残
を
人
の
月
に
留
め
て
」
（
新
古
今
集
・
恋
三
・
一
一
八
五
・
西
行
）

な
ど
の
、
「
眼
前
を
去
っ
た
人
や
も
の
を
想
起
さ
せ
る
余
韻
」
の
意
を
も

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
「
も
ろ
こ
し
舟
」
が
立
て
た
波
も
、
そ
の
舟
（
に

乗
っ
て
い
た
人
）
の
余
韻
も
、
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
当
該
句
末
尾
の
「
や
」
は
反
語
と
解
釈
し
た
。

【
訳
】
（
中
国
で
胡
人
が
奏
で
る
胡
笳
は
悲
し
く
聞
こ
え
る
と
い
う
。
）
引

き
留
め
て
も
、
中
国
へ
向
か
う
舟
は
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
余
波
も
残
っ

て
は
い
な
い
。
そ
の
舟
（
に
乗
っ
て
い
た
人
）
を
思
い
出
さ
せ
る
余
韻
も
、

も
う
ど
こ
に
も
残
っ
て
い
な
い
。

富
士
の
た
か
ね
も
ち
か
き
海
づ
ら

護

66【
式
目
】
雑

海
（
二
句
物
②
）

【
注
釈
】
「
船
→
海
」
（
拾
花
集
）
、
「
唐
→
大
海
の
舟
」
（
拾
花
集
、
竹
馬

集
）
。「
も
ろ
こ
し
」
か
ら
日
本
を
代
表
す
る
「
富
士
」
が
導
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
句
の
「
名
残
」
か
ら
、
舟
の
余
波
の
立
つ
「
海
づ
ら
」
を
導
い

な

ご

り

た
。
前
句
は
松
浦
佐
用
姫
の
本
説
に
依
っ
て
い
た
が
、
当
該
句
は
前
句
「
も

ろ
こ
し
舟
」
が
富
士
山
を
近
く
に
見
な
が
ら
航
行
す
る
と
付
け
た
。
お
そ

ら
く
は
駿
河
湾
や
相
模
湾
を
行
く
の
で
あ
ろ
う
。
「
田
子
の
浦
に
う
ち
出

で
て
み
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
」
（
新
古
今
集
・
冬

・
六
七
五
・
山
部
赤
人
、
百
人
一
首
・
四
）
、
「
清
見
潟
富
士
の
煙
や
消
え

ぬ
ら
ん
月
影
み
が
く
三
保
の
浦
波
」
（
風
雅
集
・
秋
中
・
六
二
二
・
後
鳥

羽
院
）
の
よ
う
に
、
「
富
士
」
が
「
田
子
の
浦
」
「
清
見
潟
」
「
三
保
」
と

い
っ
た
周
辺
の
歌
枕
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
例
も
多
い
。「
海
づ
ら
」
は
『
日

葡
辞
書
』
に
「V
m
izzura.

ウ
ミ
ヅ
ラ
（
海
面
）

海
の
表
面
」
。

【
訳
】
（
引
き
止
め
て
も
跡
形
も
無
く
行
っ
て
し
ま
い
、
余
波
も
残
っ
て

い
な
い
そ
の
唐
舟
が
行
く
の
は
、
）
富
士
の
高
嶺
も
近
く
に
見
え
る
海
の

上
。

風
渡
る
波
の
う
き
島
雲
晴
て

尹

67【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
「
浮
嶋
→
富
士
の
ね
」
（
随
葉
集
）
、
「
浮
嶋
原
→
ふ
じ
」
（
竹
馬

集
）
、「
浪
→
沖
津
風
」（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）
。「
う
き
島
」
に
つ
い
て
、『
歌

枕
名
寄
』
に
は
駿
河
国
「
浮
島
原
」
と
陸
奥
国
「
浮
島
」
を
載
せ
る
が
、

寄
合
書
に
あ
る
通
り
、
こ
こ
で
は
前
句
「
富
士
の
た
か
ね
」
に
駿
河
の
「
浮

島
原
」
を
付
け
る
。
鎌
倉
時
代
の
紀
行
文
で
あ
る
『
東
関
紀
行
』
に
は
次

の
記
述
が
あ
る
。
「
浮
嶋
が
原
は
い
づ
く
よ
り
も
ま
さ
り
て
見
ゆ
。
北
は

富
士
の
麓
に
て
、
西
東
へ
は
る
ば
る
と
な
が
き
沼
あ
り
。
布
を
引
け
る
が

ご
と
し
。
山
の
み
ど
り
影
を
ひ
た
し
て
空
も
水
も
ひ
と
つ
な
り
。
芦
刈
小

舟
所
々
に
棹
さ
し
て
、
群
れ
た
る
鳥
多
く
去
り
来
た
り
。
（
中
略
）
影
う

つ
す
沼
の
入
江
の
富
士
の
嶺
の
煙
も
空
に
浮
嶋
が
原
」
（
『
夫
木
抄
』
「
ふ

じ
の
の
沼
」
に
同
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
）
。『
東
関
紀
行
』
に
言
う
「
は

る
ば
る
と
な
が
き
沼
」
に
風
が
渡
り
、
波
が
立
つ
の
で
あ
る
。「
風
渡
る
」

は
「
津
の
国
の
難
波
の
春
は
夢
な
れ
や
蘆
の
枯
葉
に
風
渡
る
な
り
」
（
新

古
今
集
・
冬
・
六
二
五
・
西
行
）
の
よ
う
に
広
く
風
が
吹
く
様
子
。
「
雲

晴
て
」
は
浮
島
原
の
あ
た
り
の
雲
が
風
で
払
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
前
句
と
付
い
た
場
合
に
は
「
富
士
」
に
か
か
っ
て
い
た
雲
が
風
で

吹
き
払
わ
れ
る
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
富
士
が
近
く
見
え
た
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
浮
島
原
の
沼
に
富
士
の
映
る
景
を
想
定
し
て
い
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た
か
も
し
れ
な
い
。
連
歌
に
「
ゆ
ふ
な
ぎ
の
田
子
の
浦
浪
永
日
に
／
富
士

の
う
へ
こ
ぐ
舟
の
う
き
嶋
」
（
応
永
二
十
七
年
七
月
二
十
五
日
賦
何
路
連

歌
・
六
二
・
伏
見
宮
貞
成
親
王
）
の
例
が
あ
る
。

【
訳
】
風
が
吹
き
渡
り
、
沼
に
波
が
立
つ
浮
島
の
あ
た
り
の
雲
が
晴
れ
て

（
富
士
が
近
く
見
え
た
）。

遠

望

境

自

知

遠
望
境
自
づ
か
ら
知
る

節

●

○

●

●

◎

68【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
知
（
和
訓
押
韻
）

知
シ
ル

（
漢
和
三
五
韻
）

シ
ル

【
注
釈
】
前
句
の
雲
が
晴
れ
た
景
色
に
対
し
て
、
そ
れ
を
眺
め
や
る
人
物

を
付
け
た
。
「
遠
望
」
は
遠
く
を
望
む
こ
と
で
、
和
漢
聯
句
に
「
晴
て
も

末
や
の
こ
る
夕
ぎ
り
／
遠
望
泯
字
雁
（
遠
望
字
を
泯
す
る
雁
）
」
（
慶
長
九

年
九
月
和
漢
千
句
・
第
四
・
三
七
・
梅
心
正
悟
）
の
用
例
が
見
出
せ
る
。

「
境
」
は
こ
こ
で
は
景
色
の
意
。
「
谷
深
春
漸
到
（
谷
深
く
し
て
春
漸
く

到
る
）
／
霞
散
境
尤
奇
（
霞
散
じ
て
境
尤
も
奇
な
り
）
」
（
天
正
十
九
年
四

月
和
漢
千
句
・
第
五
・
七
二
・
有
節
瑞
保
）
は
、
霞
が
晴
れ
て
絶
景
が
現

れ
た
こ
と
を
詠
ん
で
お
り
、
前
句
「
雲
晴
て
」
か
ら
当
該
句
へ
の
展
開
に

類
似
し
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
「
自
知
」
は
あ
る
物
事
に
つ
い
て
自
ら
知

覚
し
理
解
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
瑞
渓
周
鳳
「
就
友
人
借
書
（
友
人
に
就

き
て
書
を
借
る
）
」
詩
「
四
十
頭
顱
可
自
知
、
讀
書
未
了
淡
生
涯
（
四
十

の
頭
顱
自
ら
知
る
べ
し
、
読
書
未
だ
了
ら
ず
淡
生
涯
）
」
（
翰
林
五
鳳
集
所

収
）
な
ど
、
五
山
僧
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ
た
。

【
訳
】
（
風
が
渡
り
浮
島
の
あ
た
り
の
雲
が
晴
れ
た
。
）
遠
く
を
望
む
と
、

そ
の
景
色
の
全
貌
が
見
え
た
。

吟

筇

遊

有

以

吟
筇
遊
ぶ
こ
と
以
有
り

雲

○

○

○

●

●

ゆ
ゑ

69

【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
前
句
に
お
い
て
勝
景
を
眺
め
る
の
は
、
吟
筇
を
携
え
て
詩
を
作

ろ
う
と
す
る
人
で
あ
る
と
付
け
た
。
前
句
「
吟
筇
」
は
詩
人
の
杖
、
こ
こ

で
は
詩
人
が
詩
材
を
求
め
て
杖
を
突
き
歩
く
こ
と
。
「
筇
」
は
『
漢
和
三

五
韻
』
に
「
筇

タ
ケ

ツ
エ

」
と
あ
る
。
「
山
し
た
み
ち
の
袖
の
や
す
ら
ひ
／
探
景

吟
筇
痩
（
景
を
探
れ
ば
吟
筇
痩
す
）
」
（
永
禄
七
年
二
月
二
日
和
漢
聯
句
・

一
一
・
雲
叔
周
悦
）。
「
遊
有
以
」
は
『
古
文
真
宝
』
後
集
・
巻
三
に
載
る

李
白
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
（
春
夜
桃
李
の
園
に
宴
す
る
の
序
）
」
の
次
の

表
現
に
拠
る
。
「
夫
天
地
者
萬
物
之
逆
旅
、
光
陰
者
百
代
之
過
客
。
而
浮

生
若
夢
、
爲
歡
幾
何
。
古
人
秉
燭
夜
遊
、
良
有
以
也
（
夫
れ
天
地
は
万
物

の
逆
旅
に
し
て
、
光
陰
は
百
代
の
過
客
な
り
。
而
し
て
浮
生
は
夢
の
若
し
、

歓
を
為
す
こ
と
幾
何
ぞ
。
古
人
燭
を
秉
り
て
夜
遊
び
し
は
、

良

に
以
有

ま
こ
と

ゆ
ゑ

る
な
り
）
」
。
こ
れ
に
対
し
、
笑
雲
清
三
は
「
サ
テ
コ
ソ
古
人
モ
皆
秉
燭
夜

遊
ス
ル
ゾ
」
と
付
注
す
る
。
古
人
が
夜
に
灯
を
と
も
し
て
ま
で
遊
ん
だ
の

は
、
短
い
人
生
を
、
い
っ
そ
歓
楽
を
享
受
し
て
過
ご
そ
う
と
し
た
か
ら
だ
、

と
い
う
。
た
だ
し
当
該
句
に
言
う
「
遊
」
は
、
一
句
の
意
味
か
ら
す
る
と
、

詩
に
詠
む
べ
き
題
材
を
求
め
て
逍
遥
す
る
意
が
強
い
。

【
訳
】
（
遠
く
の
景
色
を
望
み
な
が
ら
）
杖
を
つ
き
遊
吟
す
る
の
に
は
、

そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
。

陳

暦

逝

如

斯

陳
暦
逝
く
も
の
は
斯
く
の
如
し

甫

○

●

●

○

◎

70【
式
目
】
冬
１
（
陳
暦
）

【
押
韻
】
斯

（
和
訓
押
韻
）

斯
コ
ノ

サ
ク

ハ
ナ
ル

シ
ロ
シ

（
漢
和
三
五
韻
）

コ
レ

コ
ノ

【
注
釈
】
前
句
か
ら
対
句
で
展
開
す
る
。
ま
た
内
容
の
上
で
は
、
「
以
」

コ
ヽ

ゆ
ゑ

を
具
体
的
に
時
の
移
ろ
う
速
さ
と
し
て
句
を
付
け
た
。
『
産
衣
』
に
「
古

き
暦
の
な
ど
ゝ
い
は
ゞ
冬
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
句
は
冬
で
あ
る
。
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「
陳
暦
」
は
漢
詩
文
に
用
例
が
見
出
せ
ず
、
か
ろ
う
じ
て
惟
高
妙
安
「
梅

花
残
曆
」
詩
「
萬
通
千
歳
一
陳
曆
、
可
愧
書
中
不
道
梅
（
万
通
千
歳
一
陳

暦
、
愧
づ
べ
し
書
中
梅
を
道
は
ざ
る
こ
と
を
）」
（
翰
林
五
鳳
集
所
収
）
な

ど
五
山
僧
に
よ
る
例
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
「
年
明
て
開
か
ぬ
梅
や

ふ
る
暦
」
（
崑
山
集
・
五
）
な
ど
俳
諧
に
見
ら
れ
る
「
古
暦
」
に
類
す
る

言
葉
と
考
え
、
一
年
間
使
っ
て
古
く
な
っ
た
暦
の
意
と
と
る
。「
逝
如
斯
」

は
『
論
語
』
子
罕
篇
、
「
子
在
川
上
曰
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舍
晝
夜
。
（
子

川
の

上

に
在
り
て
曰
く
、
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
。
昼
夜
を
舎
か
ず
）
」

ほ
と
り

と
、
時
間
の
流
れ
の
速
さ
を
述
べ
た
一
節
に
拠
る
。
つ
ま
り
、
「
陳
暦
」

を
見
て
時
間
の
流
れ
の
速
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
前
句
を

踏
ま
え
る
と
、
吟
遊
す
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う
間
に
年
月
が
経
っ
た
こ
と

も
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
訳
】
（
杖
を
つ
き
遊
吟
す
る
う
ち
に
歳
月
が
経
っ
た
。
）
使
い
終
わ
ろ
う

と
す
る
暦
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
歳
月
が
過
ぎ
て
い
く
の
だ
と
感

じ
る
。を

ろ
か
に
も
か
さ
な
る
齢
を
と
ろ
へ
て

71【
式
目
】
雑

述
懐
（
か
さ
な
る
齢
）

【
注
釈
】
「
年
の
暮
→
な
げ
く
老
の
身
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
）
。
前
句
か

ら
歳
暮
述
懐
の
句
を
付
け
た
。
「
を
ろ
か
に
も
か
さ
な
る
齢
」
は
、
「
う
き

物
と
思
ひ
す
つ
る
を
身
に
知
て
／
わ
が
を
ろ
か
に
も
過
し
い
に
し
へ
」（
永

原
千
句
・
第
八
・
三
二
・
祥
祈
）
な
ど
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
何
か
に
勤

勉
に
取
り
組
む
こ
と
も
無
く
徒
ら
に
歳
月
を
送
る
こ
と
を
言
う
。
ま
た
、

「
愚
か
に
て
つ
と
め
ぬ
身
に
は
行
く
年
を
惜
し
と
言
ふ
べ
き
理
も
な
し
」

（
基
綱
集
・
一
四
五
・
惜
歳
暮
）
な
ど
、
年
の
暮
れ
は
、
無
為
に
過
ご
し

た
時
間
を
省
み
る
機
会
と
も
な
る
。
「
齢
を
と
ろ
へ
て
」
は
、
「
我
が
齢
衰

へ
ゆ
け
ば
白
妙
の
袖
の
な
れ
に
し
君
を
し
ぞ
思
ふ
」
（
新
古
今
集
・
恋
五

・
一
四
二
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
の
よ
う
に
年
老
い
る
こ
と
。
「
か
さ
な

る
齢
」
と
「
を
と
ろ
へ
て
」
は
意
味
が
や
や
重
複
す
る
か
。

【
訳
】
（
暦
は
古
く
な
り
、
歳
月
は
過
ぎ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
）
う
か

う
か
と
年
を
重
ね
、
身
は
老
い
て
。

蔵

六

緑

毛

亀

六
を
蔵
す
緑
毛
の
亀

化

○

●

●

○

◎

72【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
亀
（
和
訓
押
韻
）

亀
カ
メ

（
漢
和
三
五
韻
）

カ
メ

【
注
釈
】
前
句
「
か
さ
な
る
齢
」
に
「
亀
」
を
付
け
た
。
「
岩
の
う
へ
を

も
た
の
む
世
中
／
限
り
な
く
い
け
る
を
亀
の
よ
は
ひ
に
て
」
（
美
濃
千
句

・
第
一
・
六
九
・
専
順
）
。
前
句
と
の
付
合
の
典
拠
は
『
荘
子
』
秋
水
篇

の
次
の
寓
話
で
あ
る
。
楚
王
が
使
者
を
派
遣
し
て
荘
子
に
仕
官
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
、
荘
子
は
自
ら
を
、
泥
中
に
尾
を
引
く
亀
に
例
え
、
「
往
。
吾

將
曳
尾
於
塗
中
（
往
け
。
吾
将
に
尾
を
塗
中
に
曳
か
ん
と
す
）
」
と
答
え

て
要
請
を
断
っ
た
と
い
う
。
単
に
老
後
を
述
懐
す
る
前
句
に
対
し
て
、
当

該
句
を
付
け
る
こ
と
で
、
長
命
を
保
つ
こ
と
を
肯
定
的
に
取
り
な
し
た
。

「
蔵
六
」
は
亀
が
頭
・
尾
・
四
肢
を
甲
羅
に
隠
す
こ
と
。
古
く
『
雑
阿
含

経
』
巻
四
十
三
に
「
龜
蟲
畏
野
干
、
藏
六
於
殻
内
（
亀
虫
野
干
を
畏
れ
、

六
を
殻
内
に
蔵
す
）
」
と
あ
る
。
和
漢
聯
句
の
用
例
と
し
て
「
楽
多
蓬
島

遊
（
楽
多
く
し
て
蓬
島
に
遊
ぶ
）
／
六
蔵
亀
出
曝
（
六
蔵
亀
出
で
て
曝
す
）
」

（
天
文
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
和
漢
千
句
・
第
五
・
四
五
・
高
辻
長
雅
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
緑
毛
亀
」
は
「
木
の
芽
は
る
春
の
緑
の
毛
衣
の
亀
の

住
む
ま
で
澄
め
る
池
水
」
（
称
名
院
集
・
一
二
八
一
・
池
水
久
澄
）
の
よ

う
に
、
長
寿
の
亀
に
緑
毛
が
生
じ
た
も
の
を
言
う
。
な
お
、
本
百
韻
で
は

作
者
を
空
白
と
す
る
句
は
十
二
句
あ
り
、
そ
の
う
ち

句
と

句
は
漢
句

42

62
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で
あ
る
。
一
方
、
句
上
か
ら
、
後
陽
成
院
が
詠
ん
だ
の
は
和
句
十
句
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
よ
っ
て
、
作
者
名
が
空
白
で
あ
る
前
句
（

句
）

71

は
後
陽
成
院
御
製
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
院
は
三
十
歳
で
は
あ
る
が
、

「
を
ろ
か
に
も
か
さ
な
る
齢
」
と
い
う
述
懐
の
句
を
詠
み
、
そ
れ
に
対
し

て
玄
興
が
肯
定
的
に
取
り
な
し
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

【
訳
】
首
尾
手
足
の
六
つ
を
甲
羅
に
隠
す
、
緑
毛
を
背
負
っ
た
亀
（
は
長

命
を
保
つ
）
。

苔
の
む
す
岩
ね
の
水
の
底
清
み

然

73【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
「
亀
→
い
は
ほ
の
上
」
（
連
珠
合
璧
集
）
。
亀
が
長
寿
を
意
味
す

る
こ
と
か
ら
、
長
い
年
月
を
経
て
苔
生
し
た
岩
を
付
け
た
。
和
歌
で
は
、

「
亀
の
尾
の
た
ぎ
つ
岩
根
に
む
す
苔
の
上
散
る
玉
は
千
代
の
数
か
も
」（
為

家
千
首
・
八
二
九
）
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
京
都
市
西
部
の
亀
の
尾
山
（
亀

山
）
を
詠
む
中
に
、
長
寿
の
「
亀
」
の
意
を
含
ま
せ
る
。「
岩
ね
」
は
『
日

葡
辞
書
』
に
「Iuane.

イ
ワ
ネ
（
岩
根
）

岩
，
あ
る
い
は
，
岩
塊
．
詩

歌
語
」
と
あ
る
。
「
岩
ね
の
水
」
は
、
「
関
繋
弄
蹄
駒
（
関
繋
蹄
を
弄
す
る

駒
）
／
あ
ふ
坂
や
岩
ね
の
な
が
れ
そ
こ
す
み
て
」
（
慶
長
十
三
年
七
月
二

十
八
日
和
漢
聯
句
・
八
三
・
昌
琢
）
な
ど
、
岩
間
か
ら
湧
く
水
の
こ
と
を

言
う
。
「
底
清
み
」
は
水
が
澄
ん
で
底
ま
で
見
え
る
様
。

【
訳
】
苔
生
す
岩
根
か
ら
湧
き
出
す
水
の
底
は
清
い
（
そ
の
あ
た
り
に
は

亀
が
住
ん
で
い
る
）。

暁
を
き
の
山
寺
の
月

日
野

74【
式
目
】
秋
１
（
月
）

釈
教
１
（
山
寺
）

暁
（
二
句
物
①
）

【
注
釈
】
「
あ
か
汲
→
暁
起
出
る
」
（
随
葉
集
）
、
「
苔
→
古
寺
の
道
」
（
拾

花
集
）
、
「
苔
→
古
寺
の
庭
」
（
竹
馬
集
）
、
「
岩
→
古
寺
の
道
」
（
拾
花
集
、

竹
馬
集
）
。
清
ら
か
な
「
岩
ね
の
水
」
を
詠
む
前
句
に
対
し
て
「
月
」
を

付
け
、
水
に
月
が
映
っ
て
い
る
様
を
詠
ん
だ
。
ま
た
、
「
絶
え
ず
汲
む
閼

伽
井
の
水
の
底
澄
み
て
心
に
晴
る
る
有
明
の
月
」
（
新
千
載
集
・
釈
教
・

八
六
四
・
覚
助
法
親
王
）
や
、「
あ
ら
ま
し

叶

墨
ぞ
め
の
袖
／
月
を
汲
む

か
な
ふ

あ
か
つ
き
を
き
の
阿
伽
の
水
」
（
応
永
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
賦
何
人

連
歌
・
二
三
）
と
い
っ
た
例
に
鑑
み
れ
ば
、
早
朝
に
有
明
の
月
の
映
っ
た

水
を
閼
伽
水
と
し
て
汲
む
人
物
も
読
み
取
れ
る
。
「
暁
を
き
」
は
早
朝
に

起
き
る
様
を
い
い
、
「
寒
き
よ
の
暁
起
も
怠
ら
で
／
月
を
も
友
と
閼
伽
を

こ
そ
く
め
」
（
熊
野
千
句
・
第
九
・
三
二
・
細
川
勝
元
）
の
よ
う
に
朝
の

勤
行
の
た
め
に
閼
伽
水
を
汲
む
様
子
も
頻
り
に
詠
ま
れ
る
。

【
訳
】
早
朝
に
起
き
て
見
る
、
山
寺
の
上
に
か
か
る
月
（
苔
生
し
た
岩
間

か
ら
湧
き
出
る
清
水
を
汲
む
と
、
そ
こ
に
は
月
が
映
っ
て
い
る
）。

易

狎

聴

経

鹿

狎
れ
易
し
聴
経
の
鹿

節

●

●

○

○

●

75【
式
目
】
秋
２
（
鹿
）

釈
教
２
（
経
）

鹿
（
三
句
物
①
）

【
注
釈
】
二
字
目
は
底
本
を
は
じ
め
諸
本
「
押
」
に
作
る
が
、
句
意
に
よ

っ
て
「
狎
」
に
整
定
し
た
。
「
鹿
→
澄
月
」
（
拾
花
集
、
俳
諧
類
船
集
）
。

山
寺
で
の
読
経
の
声
を
聞
く
鹿
の
様
子
を
付
け
た
。
鄭
谷
「
慈
恩
偶
題
」

詩
「
林
下
聽
經
秋
苑
鹿
、
溪
邊
掃
葉
夕
陽
僧
（
林
下
経
を
聴
く
秋
苑
の
鹿
、

渓
辺
葉
を
掃
ふ
夕
陽
の
僧
）
」（
三
体
詩
所
収
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、『
三

体
詩
素
隠
抄
』
に
「
ア
ソ
コ
ナ
ル
秋
苑
ニ
鹿
ガ
臥
テ
ミ
ヘ
タ
ル
ハ
、
僧
タ

チ
ノ
経
ヲ
読
誦
セ
ラ
ル
ヽ
声
ヲ
聞
ゲ
ナ
ゾ
」
と
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
人
に

親
し
む
鹿
を
「
狎
」
と
す
る
例
に
は
「
霜
前
山
已
黄
（
霜
前
山
は
已
に
黄

な
り
）
／
柴
扉
常
狎
鹿
（
柴
扉
常
に
鹿
に
狎
る
）
」
（
文
明
十
七
年
十
月
二

十
日
和
漢
聯
句
・
八
三
・
天
津
）
な
ど
が
あ
る
が
、
や
や
和
習
的
な
表
現
。
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「
訪
へ
か
し
と
思
ふ
人
だ
に
も
来
ぬ
庵
に
鹿
立
ち
馴
る
る
秋
の
夕
暮
」（
拾

玉
集
・
三
九
五
〇
）
の
よ
う
な
和
歌
的
表
現
に
引
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

【
訳
】
（
暁
方
の
山
寺
を
月
が
照
ら
す
こ
ろ
、
）
人
に
馴
れ
て
い
る
鹿
は
、

読
経
の
声
を
聴
き
に
来
る
。

催

帰

通

簡

鴯

帰
る
を
催
す
通
簡
の
鴯

心

○

○

○

●

◎

つ
ば
め

76【
式
目
】
秋
３
（
句
意
）

簡
（
三
句
物
①
）

【
押
韻
】
鴯
（
和
訓
押
韻
）

鴯
ツ
バ
メ

ツ
バ
ク
ラ
メ

（
漢
和
三
五
韻
）

ツ
バ
メ

【
注
釈
】
対
句
で
展
開
し
た
。
天
理
本
は
「
鴯
」
に
左
訓
「
ク
ロ
ト
リ
」

ツ
バ
ク
ラ
メ

を
付
す
。
「
ク
ロ
ト
リ
」
は
「
玄
鳥
」
（
『
詩
経
』
商
頌
「
玄
鳥
」
に
見
え

る
燕
の
異
名
）
の
こ
と
。
秋
の
三
句
目
な
の
で
こ
こ
は
日
本
を
発
っ
て
南

へ
帰
る
燕
を
い
う
。
「
催
帰
」
は
、
帰
郷
の
情
が
生
じ
る
こ
と
を
い
い
、

和
漢
聯
句
に
は
「
幾
重
か
は
雲
の
あ
な
た
の
月
な
ら
む
／
催
帰
秋
浦
船
（
帰

る
を
催
す
秋
浦
の
船
）
」
（
元
和
八
年
五
月
二
十
六
日
漢
和
聯
句
・
四
・
英

岳
景
洪
）
の
例
が
あ
る
。
「
簡
」
は
前
句
「
経
」
と
対
を
成
す
こ
と
か
ら

手
紙
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
「
か
は
す
中
に
も
残
る
む
つ
ご
と
／
艶
簡

開
封
尚
（
艶
簡
封
を
開
き
て
尚
し
）
」
（
慶
長
四
年
六
月
二
十
八
日
和
漢
聯

ひ
さ

句
・
六
七
・
清
原
秀
賢
）
な
ど
、
和
漢
聯
句
に
は
例
が
多
い
。
「
通
簡
」

は
、
手
紙
を
届
け
る
こ
と
。
当
該
句
は
「
鴯
」
が
「
通
簡
」
の
主
体
で
あ

り
、
そ
れ
を
文
字
通
り
燕
が
手
紙
を
運
ん
で
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で

き
よ
う
が
、「
帰
る
雁
に
ち
が
ふ
雲
路
の
燕
細
か
に
こ
れ
や
書
け
る
玉
章
」

（
西
行
法
師
家
集
・
三
〇
）
の
よ
う
な
歌
例
か
ら
推
せ
ば
、
南
へ
帰
る
燕

を
文
字
（
手
紙
）
に
見
立
て
た
も
の
と
も
理
解
で
き
る
。
い
ま
に
わ
か
に

い
ず
れ
と
も
定
め
が
た
い
。
通
常
、
手
紙
を
運
ぶ
の
は
雁
で
あ
り
、
あ
る

い
は
雁
の
手
紙
を
燕
が
持
ち
帰
る
と
い
う
理
解
も
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な

い
。
当
該
句
の
よ
う
に
燕
が
手
紙
を
運
ぶ
例
は
珍
し
く
、
こ
れ
は
秋
雁
（
一

座
一
句
）
が

句
に
既
出
で
あ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
ろ
う
。

8

【
訳
】
（
人
に
馴
れ
て
い
る
鹿
は
、
読
経
の
声
を
聴
き
に
来
る
。
）
手
紙
を

届
け
る
燕
は
、
帰
郷
の
情
を
催
す
。

宿

花

遭

頗

妬

花
に
宿
れ
ば
頗
る
妬
ま
る

圃

●

○

○

●

●

77【
式
目
】
春
１
（
花
）

恋
１
（
妬
）

宿
（
二
句
物
②
）

【
注
釈
】
前
句
の
「
鴯
」
を
春
に
飛
来
す
る
燕
と
解
し
た
。
季
移
り
。
白

居
易
「
上
陽
白
髮
人
」
の
「
宮
鶯
百
囀
愁
厭
聞
、
梁
燕
雙
栖
老
休
妬
（
宮

鶯
百
囀
す
る
も
愁
ひ
て
は
聞
く
を
厭
ひ
、
梁
燕
双
栖
す
る
も
老
い
て
は
妬

む
を
休
む
）
」
か
ら
「
遭
頗
妬
」
を
導
い
た
。
「
燕
→
巣
ね
た
む
」
（
連
珠

合
璧
集
）
。
「
遭
」
は
受
身
の
助
字
。
『
倭
玉
篇
』
に
「
遭

ア
フ

ラ
ル

」
と
あ
り
、

サ
ウ

和
漢
聯
句
に
も
「
あ
た
ゝ
め
酒
を
く
め
る
た
び
〳
〵
／
吟
魂
遭
月
役
（
吟

魂
月
に
役
さ
る
）
」
（
慶
長
三
年
正
月
二
十
日
和
漢
聯
句
・
七
五
・
妙
意
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。「
宿
花
」
は
、
こ
こ
で
は
春
の
花
に
宿
る
こ
と
。「
い

つ
よ
り
も
深
き
ね
た
み
と
成
け
ら
し
／
花
を
ね
ぐ
ら
の
鳥
の
さ
え
づ
り
」

（
元
亀
二
年
三
月
五
日
千
句
・
第
三
・
五
四
・
了
玄
）
は
、
「
上
陽
白
髮

人
」
の
詩
句
を
踏
ま
え
つ
つ
、
鶯
が
花
に
宿
る
こ
と
に
よ
り
妬
み
が
さ
ら

に
深
ま
る
と
す
る
。
当
該
句
も
同
様
に
、
た
だ
で
さ
え
妬
ま
し
い
存
在
で

あ
る
燕
が
美
し
い
花
に
宿
る
の
で
、
い
っ
そ
う
（
「
頗
」
）
そ
の
思
い
が
募

る
こ
と
を
詠
う
の
だ
ろ
う
。
当
該
句
は
折
端
の
直
前
に
あ
っ
て
花
の
句
を

出
す
必
要
が
あ
り
、
「
宿
花
」
は
そ
れ
に
対
応
す
る
面
も
あ
る
。

【
訳
】
花
に
宿
る
と
、
た
い
そ
う
妬
ま
れ
る
（
の
で
、
燕
は
故
郷
へ
帰
り

た
い
と
思
う
）。

う
ら
む
る
心
の
ど
め
か
ね
た
る

78
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【
式
目
】
春
２
（
の
ど
め
）

恋
２
（
う
ら
む
）

う
ら
む
る
（
二
句
物

①
）

の
ど
め
（
一
句
物
①
）

【
注
釈
】
前
句
「
妬
」
の
主
体
の
様
子
を
詠
む
。
「
花
散
ら
す
風
の
宿
り

は
誰
か
知
る
我
に
教
へ
よ
行
き
て
恨
み
む
」
（
古
今
集
・
春
下
・
七
六
・

素
性
）
を
匂
わ
せ
た
付
け
。
『
産
衣
』
に
「
長
閑

一
也
。
の
ど
む
る
も

長
閑
の
内
也
」
と
あ
り
、
「
の
ど
め
か
ね
」
は
春
季
。
「
の
ど
む
る
」
は
、

「
数
な
ら
ぬ
恨
み
を
な
み
に
の
ど
め
て
も
心
砕
く
る
海
人
の
ま
て
が
た
」

（
草
根
集
・
八
五
〇
一
）
と
あ
る
よ
う
に
、
恨
み
な
ど
の
感
情
を
鎮
め
る

意
。
「
か
ね
」
は
、
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
も
本
人
の
意
思
に
よ
っ
て
は

遂
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
「
明
け
は
つ
る
か
の
春
の
後
朝

／
逢
ふ
と
き
も
心
の
ど
め
ぬ
恨
み
に
て
」
（
大
原
野
千
句
・
第
六
・
二
七

・
宗
仍
）
は
、
春
の
句
に
お
い
て
恋
人
へ
の
恨
み
を
抑
え
が
た
い
こ
と
を

「
心
の
ど
め
ぬ
」
と
表
現
す
る
類
想
句
。
当
該
句
は
、
男
が
花
に
宿
り
、

自
分
の
も
と
を
訪
れ
な
い
の
で
、
花
を
恨
め
し
く
思
う
女
の
心
情
を
詠
う

も
の
か
。
な
お
、『
連
歌
新
式
』
は
「
う
ら
み
（
う
ら
む
）」
を
一
座
二
句

物
に
掲
げ
る
が
、『
連
歌
新
式
増
抄
』
は
「
こ
ひ
二
つ
の
ほ
か
に
又
あ
り
」

と
し
、
『
産
衣
』
は
一
座
三
句
な
い
し
四
句
と
す
る
。

【
訳
】
（
花
に
宿
る
と
、
た
い
そ
う
妬
ま
れ
る
。
嫉
妬
を
す
る
人
は
、
相

手
を
）
恨
む
心
を
の
ど
や
か
に
し
が
た
い
。

（
名
折
オ
）

な
き
と
が
を
云
か
す
む
る
に
ま
か
せ
来
て

高

79【
式
目
】
春
３
（
云
か
す
む
る
）

釈
教
（
と
が
）

【
注
釈
】
「
か
す
む
る
」
は
、「
掠
る
と
云
詞

い
ひ
掠
る
、
か
す
め
し
ら

せ
て
な
ど
春
也
」（
産
衣
）
よ
り
春
季
。
「
ぬ
れ
ぎ
ぬ
→
み
を
う
ら
む
る
」

（
随
葉
集
）
、「
長
閑
→
四
方
の
か
す
む
」（
随
葉
集
、
拾
花
集
、
竹
馬
集
）
。

恨
み
を
「
の
ど
め
か
ね
」
た
人
に
よ
っ
て
着
せ
ら
れ
た
濡
れ
衣
を
甘
受
す

る
さ
ま
を
付
け
た
。「
い
ひ
か
す
む
」
は
、
言
葉
の
上
で
誤
魔
化
す
こ
と
。

和
歌
に
「
恨
め
し
や
言
ひ
掠
め
て
は
光
あ
る
玉
も
か
ひ
な
き
袖
の
上
か
な
」

（
称
名
院
集
・
一
二
三
五
）
、
連
歌
に
「
摘
む
も
ま
た
た
ま
ら
ぬ
程
の
若

菜
に
て
／
数
ふ
る
年
も
い
ひ
か
す
め
ば
や
」
（
飯
盛
千
句
・
第
九
・
六
六

・
宗
養
）
が
あ
る
が
、
や
や
珍
し
い
語
。
『
日
葡
辞
書
』
に
「T

ogauo

iycasum
uru.

（
科
を
言
ひ
掠
む
る
）

罪
科
を
言
い
ま
ぎ
ら
か
す
，
あ
る

い
は
，
言
い
の
が
れ
る
」
の
例
を
引
く
。
当
該
句
は
「
な
き
と
が
」
を
目

的
語
と
す
る
の
で
、
無
実
で
あ
る
の
に
過
失
が
あ
る
か
の
よ
う
に
言
い
立

て
る
こ
と
を
い
う
。
「
寵
与
花
容
盛
（
寵
は
花
容
と
与
に
盛
な
り
）
／
う

ら
み
の
ど
め
て
た
の
む
媒
／
つ
み
な
き
を
い
ひ
か
す
め
し
も
は
る
け
ば

や
」
（
天
正
十
九
年
四
月
和
漢
千
句
・
追
加
・
一
七
・
広
橋
兼
勝
／
一
八

・
四
辻
季
満
／
一
九
・
近
衛
信
尹
）
は
、
展
開
が
本
百
韻
と
似
る
。
前
句

を
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た
人
の
心
情
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
次
句

へ
の
展
開
を
勘
案
し
て
採
ら
な
い
。
な
お
「
と
が
」
は
釈
教
の
詞
で
あ
る

が
、
句
意
に
は
関
わ
ら
な
い
。

【
訳
】
（
恨
み
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
人
が
、
私
の
こ
と
を
）

無
実
で
あ
る
の
に
過
失
が
あ
る
か
の
よ
う
に
言
い
立
て
る
の
を
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
い
て
。

世
の
さ
が
と
の
み
過
す
身
も
う
し

然

80【
式
目
】
雑

述
懐
（
身
も
う
し
・
世
）

世
（
五
句
物
②
）

【
注
釈
】
前
句
の
「
な
き
と
が
」
す
な
わ
ち
濡
衣
を
着
せ
ら
れ
た
人
物
の

思
い
を
付
け
た
。
「
世
の
さ
が
」
は
世
の
中
の
習
い
。
「
我
が
庵
は
都
の
い

ぬ
ゐ
住
み
侘
び
ぬ
憂
き
世
の
さ
が
と
思
ひ
な
せ
ど
も
」
（
拾
玉
集
・
五
一

一
二
）
の
よ
う
に
、
多
く
「
憂
き
世
の
さ
が
」
の
形
を
と
り
、
和
歌
で
は
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主
に
人
の
命
の
は
か
な
さ
や
、
男
女
の
仲
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
「
爰
も
こ
れ
う
き
世
の
さ
が
と
住
侘
て
／
山
ぢ
は
る
か
に
か
へ
る

里
人
」
（
老
耳
・
二
八
二
八
）
の
よ
う
に
、
「
世
の
中
は
そ
の
よ
う
な
も
の

だ
と
思
っ
て
（
過
ご
す
）」
の
意
。
「
の
み
」
は
、
不
本
意
な
状
況
を
た
だ

世
の
習
い
と
思
い
さ
だ
め
て
暮
ら
す
さ
ま
を
強
調
す
る
表
現
で
、
そ
の
鬱

屈
し
た
心
情
が
「
身
も
う
し
」
に
込
め
ら
れ
る
。
連
歌
で
は
「
よ
も
ぎ
が

す
ゑ
の
露
の
ふ
る
道
／
虫
の
ね
も
う
き
世
の
さ
が
の
奧
に
き
て
」
（
享
徳

千
句
・
第
十
・
一
五
・
宗
砌
）
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
嵯
峨
」
と
の
掛

詞
と
な
り
、
当
該
句
で
も
句
意
と
は
深
く
関
わ
ら
な
い
も
の
の
、
次
句
へ

の
展
開
に
お
け
る
布
石
と
な
っ
て
い
る
。

【
訳
】（
人
が
無
実
の
罪
を
言
い
立
て
る
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

そ
れ
を
）
世
の
中
の
習
い
と
ば
か
り
思
い
な
し
て
過
ご
す
、
我
が
身
の
辛

い
こ
と
よ
。

朝
夕
に
聞
も
嵐
の
山
が
く
れ

尹

81【
式
目
】
雑

嵐
（
二
句
物
②
）

【
注
釈
】
前
句
の
人
物
が
隠
棲
す
る
場
所
を
見
定
め
た
。
「
隠
家
→
嵯
峨

の
奥
」
（
拾
花
集
、
竹
馬
集
、
俳
諧
類
船
集
）
。
「
嵯
峨
→
あ
ら
し
山
」
（
俳

諧
類
船
集
）
。
「
（
世
の
）
さ
が
」
か
ら
「
嵐
の
山
」
（
嵐
山
）
を
発
想
す
る

例
に
は
、
「
う
き
世
の
さ
が
の
お
く
の
さ
び
し
さ
／
此
夕
あ
ら
し
の
山
の

風
も
な
し
」
（
文
明
十
四
年
万
句
・
第
四
千
句
・
第
二
・
五
九
・
通
覚
）

が
あ
る
。
「
山
が
く
れ
」
は
、
隠
者
の
住
ま
う
山
中
の
閑
居
を
い
い
、
「
行

く
春
の
日
数
に
余
る
花
も
な
し
山
隠
れ
ま
で
誘
ふ
嵐
に
」
（
文
保
百
首
・

二
七
一
六
・
覚
助
法
親
王
）
の
よ
う
に
、
強
い
山
風
が
吹
く
場
所
と
し
て

詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
当
該
句
の
「
嵐
の
山
」
は
「
音
も
嵐
の
山
な
ど

ゝ
、
吹
心
の
句
作
り
」
（
産
衣
）
で
あ
り
、
地
名
に
嵐
の
音
が
荒
い
意
を

掛
け
る
。
助
詞
「
も
」
は
、
朝
方
と
夕
べ
に
は
そ
の
音
が
と
り
わ
け
荒
々

し
く
聞
こ
え
る
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
「
山
里
は
世
の
憂
き
よ
り
も
住

み
侘
び
ぬ
殊
の
外
な
る
峰
の
嵐
に
」
（
新
古
今
集
・
雑
中
・
一
六
二
二
・

宜
秋
門
院
丹
後
）
の
よ
う
に
、
嵐
は
侘
び
住
ま
い
の
辛
さ
を
増
す
も
の
で

あ
り
、
前
句
の
「
う
し
」
と
呼
応
す
る
。
な
お
、「
嵐
」
は
『
連
歌
新
式
』

の
「
一
座
一
句
物
」
に
掲
出
さ
れ
る
が
「
近
年
為
二
句
（
近
年
二
句
と
為

す
）」
と
注
記
さ
れ
る
。

【
訳
】
（
世
の
習
い
と
ば
か
り
思
い
な
し
て
過
ご
す
こ
の
身
の
辛
い
こ
と

よ
。
）
朝
夕
に
聞
く
に
つ
け
て
も
嵐
の
音
が
荒
々
し
く
響
く
、
嵐
山
の
閑

居
。

残
る
木
の
葉
も
ち
り
や
は
つ
ら
む

82【
式
目
】
冬
１
（
木
の
葉
）

【
注
釈
】
底
本
「
は
つ
む
」
を
天
理
本
「
は
つ
ら
ん
」
に
よ
り
校
訂
し
た
。

前
句
の
嵐
の
音
か
ら
、
木
に
残
る
葉
が
散
り
果
て
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推

測
す
る
。「
嵐
→
木
葉
」（
拾
花
集
）
。
嵐
が
木
葉
を
吹
き
尽
く
す
さ
ま
は
、

「
嵐
吹
く
峰
の
木
葉
は
散
り
果
て
て
影
も
た
ま
ら
ぬ
山
の
端
の
月
」
（
洞

院
摂
政
家
百
首
・
一
七
三
〇
・
藤
原
成
実
）
な
ど
に
詠
ま
れ
る
。
嵐
山
の

木
の
葉
が
「
ち
り
は
つ
」
例
に
は
、
「
散
り
果
て
て
木
の
葉
隠
れ
も
あ
ら

し
山
ふ
も
と
の
川
に
凍
る
月
影
」
（
嘉
元
百
首
・
二
五
二
・
鷹
司
基
忠
）

が
あ
る
。
「
ら
む
」
は
、
前
句
と
付
い
た
と
き
は
、
庵
中
で
嵐
の
音
を
聞

い
た
人
が
、
戸
外
で
は
木
の
葉
が
散
り
は
て
て
し
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

と
推
測
す
る
働
き
を
担
う
。
「
冬
は
来
ぬ
と
や
木
の
葉
ち
る
ら
ん
／
音
か

は
る
と
き
は
の
杜
の
嵐
山
」
（
宝
徳
四
年
千
句
・
第
六
・
八
六
・
専
順
）

と
同
想
の
付
け
で
、
冬
の
到
来
を
思
う
心
が
あ
る
。

【
訳
】
（
朝
夕
に
聞
く
に
つ
け
て
も
嵐
の
音
が
荒
々
し
く
響
く
、
嵐
山
の
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閑
居
。
庵
の
外
で
は
）
残
っ
て
い
た
木
の
葉
も
、
す
っ
か
り
散
り
果
て
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

臘

皷

凍

禽

噪

臘
皷
凍
禽
噪
ぐ

心

●

●

○

○

●

83【
式
目
】
冬
２
（
臘
皷
・
凍
）

【
注
釈
】
前
句
の
落
葉
を
推
測
す
る
根
拠
と
し
て
「
臘
皷
」
と
「
凍
禽
噪
」

と
を
付
け
る
。
「
臘
皷
」
は
十
二
月
八
日
（
臘
日
）
に
厄
払
い
の
た
め
に

打
つ
皷
。『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
十
二
月
八
日
爲
臘
日
。
諺
言
、
臘
鼓
鳴
、

春
草
生
。
村
人
竝
擊
細
腰
鼓
、
戴
胡
公
頭
、
及
作
金
剛
力
士
、
以
逐
疫
、

沐
浴
轉
除
罪
障
（
十
二
月
八
日
を
臘
日
と
為
す
。
諺
に
言
ふ
、
臘
鼓
鳴
り

て
春
草
生
ず
と
。
村
人
並
細
腰
鼓
を
撃
ち
、
胡
公
頭
を
戴
き
、
及
び
金
剛

み
な

力
士
を
作
り
、
以
て
疫
を
逐
ひ
、
沐
浴
し
て
罪
障
を
転
除
す
）
」
。
『
太
平

御
覧
』
巻
三
十
三
・
時
序
部
・
臘
に
も
「
東
夷
列
傳
曰
、
三
韓
俗
、
以
臘

日
家
家
祭
祀
。
俗
云
、
臘
鼓
鳴
春
草
生
也
（
東
夷
列
伝
に
曰
く
、
三
韓
の

俗
、
臘
日
を
以
て
家
々
祭
祀
す
。
俗
に
云
ふ
、
臘
鼓
鳴
り
て
春
草
生
ず
る

な
り
と
）」
と
あ
る
。
「
凍
禽
」
は
宋
代
以
降
に
用
い
ら
れ
た
詩
語
（
小
島

憲
之
『
日
本
文
学
に
お
け
る
漢
語
表
現
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
。「
噪
」

は
鳥
が
群
が
り
鳴
く
意
で
あ
り
、
凍
え
た
鳥
が
そ
の
よ
う
に
鳴
く
さ
ま
と

し
て
「
い
ま
よ
り
の
衣
手
さ
む
き
初
霜
に
／
雀
凍
噪
荒
田
（
雀
凍
り
て
荒

田
に
噪
ぐ
）
」
（
天
文
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
和
漢
聯
句
・
一
〇
・
三
条

西
公
条
）
の
例
が
あ
る
。
当
該
句
で
鳥
が
こ
ご
え
て
騒
ぐ
の
は
、
前
句
で

木
の
葉
が
散
り
果
て
た
た
め
に
、
ね
ぐ
ら
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ

ろ
う
。

【
訳
】
臘
皷
が
鳴
り
、
凍
え
た
鳥
た
ち
が
騒
ぐ
。
（
残
っ
て
い
た
木
葉
は

散
り
は
て
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
）

波
に
か
た
よ
る
を
し
鴨
の
声

新
宰
相

84【
式
目
】
冬
３
（
を
し
鴨
）

を
し
（
一
句
物
①
）

【
注
釈
】
前
句
の
「
凍
禽
噪
」
を
水
辺
の
鴛
鴦
と
見
定
め
た
。
「
氷
→
鴛

鴨
」（
拾
花
集
、
竹
馬
集
、
俳
諧
類
船
集
）
、「
鼓
→
浪
」（
俳
諧
類
船
集
）
。

「
波
に
か
た
よ
る
」
は
、
「
春
風
に
柳
や
岸
を
払
ふ
ら
ん
波
に
片
寄
る
池

の
鴛
鴦
」
（
秋
篠
月
清
集
・
五
〇
五
）
の
よ
う
に
、
波
に
揺
ら
れ
て
水
上

の
も
の
が
一
方
に
よ
る
こ
と
。
当
該
句
は
右
の
歌
を
本
歌
と
し
、
波
に
浮

か
ぶ
「
を
し
鴨
」
と
と
も
に
、
そ
の
「
声
」
ま
で
が
「
か
た
よ
る
」
と
し

た
。
「
を
し
鴨
」
は
、
鴛
鴦
を
指
す
説
と
、「
を
し
」
と
「
鴨
」
と
を
い
う

説
と
の
二
説
が
あ
り
、
『
高
松
重
季
聞
書
』
に
は
「
能
正
云
、
連
歌
に
は

を
し
か
も
と
い
ふ
に
、
を
し
と
鴨
と
の
事
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
を
し
か
も

と
い
ひ
て
や
は
り
を
し
の
事
也
」
と
い
う
能
正
の
説
と
、
「
此
事
老
父
に

は
な
し
侍
る
に
、
（
中
略
）
正
説
は
、
を
し
か
も
は
鴛
と
鴨
と
の
事
也
」

と
い
う
「
老
父
」（
武
者
小
路
実
陰
）
の
「
正
説
」
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
拾

花
集
』
「
鴛
」
条
が
派
生
語
と
し
て
「
鴛
鴨
の
こ
ゑ
」
を
挙
げ
る
こ
と
か

ら
、
当
該
句
で
は
鴛
鴦
の
こ
と
と
解
し
た
。

【
訳
】
（
臘
皷
が
鳴
り
、
凍
え
た
鳥
た
ち
が
騒
い
で
い
る
。
）
波
と
と
も
に

一
方
に
片
寄
る
鴛
鴦
の
声
。

は
る
〴
〵
と
蘆
べ
を
か
け
て
み
つ
し
ほ
に

日
野

85【
式
目
】
雑

し
ほ
（
三
句
物
①
）

【
注
釈
】
「
を
し
鴨
」
の
い
る
場
を
入
江
と
見
定
め
、
前
句
で
「
波
」
が

生
じ
る
理
由
を
満
潮
と
解
し
た
付
け
。
「
浪
→
み
つ
汐
、
芦
の
ほ
末
」
「
を

し
→
か
る
ゝ
芦
べ
」
（
拾
花
集
）
、
「
鴛
→
芦
べ
」
（
俳
諧
類
船
集
）
。
当
該

句
は
「
和
歌
の
浦
に
潮
満
ち
く
れ
ば
潟
を
な
み
蘆
辺
を
さ
し
て
田
鶴
鳴
き

わ
た
る
」
（
古
今
集
・
仮
名
序
・
山
部
赤
人
）
を
踏
ま
え
た
も
の
。
同
じ
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本
歌
を
踏
ま
え
、
か
つ
潮
が
遠
く
か
ら
満
ち
て
く
る
さ
ま
を
「
は
る
〴
〵

と
」
と
表
す
例
に
「
は
る
〴
〵
と
蘆
べ
を
さ
し
て
み
つ
塩
に
／
み
る
〳
〵

ち
か
き
あ
ま
の
つ
り
舟
」（
宗
牧
独
吟
千
句
・
第
二
・
六
〇
）
が
あ
る
。「
み

つ
し
ほ
」
は
満
潮
を
い
う
歌
語
。
早
く
『
古
今
集
』
に
「
満
つ
潮
の
流
れ

ひ
る
間
を
逢
ひ
が
た
み
み
る
め
の
浦
に
よ
る
を
こ
そ
待
て
」
（
恋
三
・
六

六
五
・
清
原
深
養
父
）
が
あ
る
。
「
蘆
べ
を
か
け
て
み
つ
」
は
蘆
辺
に
向

か
っ
て
潮
が
満
ち
る
こ
と
を
い
う
。
「
な
み
や
こ
ゆ
ら
ん
す
ゑ
の
う
き
は

し
／
あ
ま
の
す
む
礒
山
か
け
て
み
つ
塩
に
」
（
石
山
千
句
・
第
一
・
十
一

・
宗
養
）。
「
蘆
辺
全
体
に
わ
た
っ
て
」
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
で
は
「
は
る
〴
〵
と
」
を
彼
方
か
ら
潮
が
満
ち
る
意
と
解
す
る
の
で
、

採
ら
な
い
。

【
訳
】
は
る
ば
る
と
蘆
辺
の
方
ヘ
向
か
っ
て
潮
が
満
ち
て
く
る
。
（
波
と

と
も
に
一
方
に
片
寄
る
鴛
鴦
の
声
。
）

浮

沈

舟

不

涯

浮
沈
舟

涯

ら
ず

圃

○

○

○

●

◎

き
は
ま

86【
式
目
】
雑

浮
（
四
句
物
③
）

【
押
韻
】
涯

ホ
ト
リ

（
漢
和
三
五
韻
）

【
注
釈
】
「
船
→
し
ほ
ど
き
」
（
竹
馬
集
）
。
潮
が
満
ち
る
こ
と
に
よ
り
船

が
浮
き
つ
沈
み
つ
す
る
と
解
し
た
。
「
不
涯
」
は
限
り
の
な
い
こ
と
。
和

習
的
な
表
現
で
あ
り
、
漢
籍
に
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
九
鼎
竺
重
「
招

河
南
故
人
」
詩
「
南
望
超
超
情
不
涯
、
洛
京
春
色
正
繁
華
（
南
望
超
々
と

し
て
情
涯
ら
ず
、
洛
京
の
春
色
正
に
繁
華
な
る
べ
し
）
」
（
翰
林
五
鳳
集
所

収
）
な
ど
、
五
山
の
漢
詩
に
用
い
ら
れ
る
。
和
漢
聯
句
に
も
「
待
わ
ぶ
る

夜
半
も
程
な
く
明
そ
め
て
／
依
君
恨
不
涯
（
君
に
依
り
て
恨
み
は
涯
ら

ず
）
」
（
文
明
十
四
年
三
月
二
十
六
日
漢
和
聯
句
・
三
四
・
宗
山
等
貴
）
の

例
が
あ
り
、
『

文
明
十
四
年

三
月
二
十
六
日

漢
和
百
韻
譯
注
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
の

当
該
句
注
（
大
谷
雅
夫
執
筆
）
は
、
「
韻
字
と
し
て
「
涯
」
を
用
い
る
必

要
が
あ
り
」
、
か
つ
二
四
不
同
を
守
る
た
め
に
「
平
声
の
「
無
」
で
は
な

く
仄
声
の
「
不
」
が
用
い
ら
れ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
当
該
句
に
つ
い

て
も
、
同
様
の
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

【
訳
】
（
は
る
ば
る
と
蘆
辺
の
ほ
う
へ
向
か
っ
て
潮
が
満
ち
て
く
る
。
）
船

は
い
つ
ま
で
も
浮
き
つ
沈
み
つ
し
続
け
る
。

虚

名

無

住

網

虚
名
網
に
住
ま
る
こ
と
無
し

化

○

○

○

●

●

と
ど

87【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
底
本
「
佳
綱
」
（
二
字
と
も
平
声
）
に
作
る
が
、
平
仄
と
句
意

よ
り
天
理
本
「
住
網
」
を
採
る
。
言
葉
の
縁
で
、
前
句
の
「
舟
」
か
ら
「
網
」

を
導
く
。
前
句
か
ら
『
荘
子
』
列
禦
寇
篇
の
「
無
能
者
無
所
求
、
飽
食
而

遨
遊
。
汎
若
不
繫
之
舟
、
虛
而
遨
遊
者
也
（
無
能
な
る
者
は
求
む
る
所
な

く
、
飽
食
し
て
遨
遊
す
。
汎
と
し
て
繋
が
ざ
る
舟
の
若
く
、
虚
に
し
て
遨

游
す
る
者
な
り
）
」
を
発
想
し
た
付
け
。
一
切
の
欲
望
か
ら
解
放
さ
れ
た

者
は
、
気
ま
ま
に
「
繋
が
ざ
る
舟
」
の
ご
と
く
、
自
己
を
捨
て
て
自
由
な

境
涯
に
遊
ぶ
と
い
う
『
荘
子
』
の
本
文
に
拠
っ
て
前
句
を
理
解
し
、
超
俗

的
な
生
き
方
を
描
く
句
へ
と
展
開
し
た
。
「
虚
名
」
は
、
名
声
が
実
体
の

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
「
虚
名
ト
ハ
、
真
実
ノ
徹
処
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
、

何
ト
ヤ
ラ
シ
テ
名
ガ
有
」
（
両
足
院
本
山
谷
抄
）
。
ま
た
、
「
網
」
は
、
陶

淵
明
「
歸
園
田
居
」
五
首
其
一
に
「
誤
落
塵
網
中
、
一
去
三
十
年
（
誤
り

て
落
つ
塵
網
の
中
、
一
た
び
去
つ
て
三
十
年
）
」（
古
文
真
宝
・
前
集
所
収
）

と
あ
る
よ
う
に
俗
世
を
指
す
。
「
い
ひ
や
の
が
れ
む
お
ほ
け
な
き
中
／
世

惹
虚
名
幾
（
世
は
虚
名
に
惹
か
る
る
こ
と
幾
ば
く
ぞ
）
」（
元
和
二
年
正
月

十
二
日
和
漢
聯
句
・
三
七
・
後
陽
成
院
）
の
よ
う
に
、
世
間
で
は
名
声
と

い
う
実
体
の
な
い
も
の
を
重
視
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
留
ま
る
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こ
と
な
く
、
波
に
た
だ
よ
う
舟
の
ご
と
き
自
適
の
境
地
に
遊
ぼ
う
と
い
う

の
で
あ
る
。

【
訳
】
名
声
は
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
（
そ
の
よ
う
な
も
の
が
も
て

は
や
さ
れ
る
）
俗
世
間
に
留
ま
る
こ
と
は
な
い
。
（
そ
の
人
は
、
浮
沈
し

つ
づ
け
る
船
の
ご
と
き
自
由
な
境
涯
に
あ
る
。
）

清

涙

益

長

糸

清
涙
益
〻
糸
を
長
く
す

甫

○

●

●

○

◎

88【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
糸
（
和
訓
押
韻
）

糸
イ
ト

（
漢
和
三
五
韻
）

イ
ト

【
注
釈
】
対
句
で
展
開
し
た
。
「
清
涙
」
は
呉
菊
譚
「
留
別
」
に
「
手
彈

淸
淚
向
離
筵
、
殘
日
依
依
上
客
船
（
手
に
清
涙
を
弾
じ
て
離
筵
に
向
か
ふ
、

残
日
依
々
と
し
て
客
船
に
上
る
）
」（
聯
珠
詩
格
所
収
）
の
例
が
あ
る
。「
涙
」

を
「
糸
」
に
た
と
え
る
例
は
『
玉
台
新
詠
』
巻
七
「
代
蘇
屬
國
婦
（
蘇
属

国
の
婦
に
代
る
）
」
に
「
帛
上
看
未
終
、
瞼
下
淚
如
糸
（
帛
上
看
る
こ
と

未
だ
終
ら
ず
、
瞼
下
涙
糸
の
如
し
）
」
。
唐
詩
に
は
こ
れ
に
似
た
例
は
見
ら

れ
な
い
が
、
和
漢
聯
句
に
は
「
取
か
は
す
扇
を
中
の
形
見
に
て
／
恨
添
涙

線
長
（
恨
み
添
ひ
て
涙
線
長
し
）
」
（
慶
長
十
四
年
三
月
二
十
九
日
漢
和
聯

句
・
五
八
・
元
賡
）
な
ど
、
同
様
の
表
現
を
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。

【
訳
】
（
名
声
は
無
意
味
な
も
の
で
あ
り
、
）
清
ら
か
な
涙
の
糸
は
ま
す
ま

す
長
く
な
る
ば
か
り
だ
。

ぬ
ぎ
か
へ
ん
か
ぎ
り
も
い
さ
や
藤
衣

89【
式
目
】
雑

【
注
釈
】
前
句
の
「
清
涙
」
の
理
由
と
し
て
、
「
藤
衣
」
を
ま
と
っ
て
喪

に
服
す
さ
ま
を
付
け
た
。
「
限
り
あ
れ
ば
今
日
脱
ぎ
捨
つ
藤
衣
果
て
な
き

も
の
は
涙
な
り
け
り
」
（
拾
遺
集
・
哀
傷
・
一
二
九
三
・
藤
原
道
信
）
を

ふ
ま
え
た
付
合
で
あ
ろ
う
。「
藤
衣
」
は
喪
服
。『
産
衣
』
に
「
又
哀
傷
也
。

更
る
と
し
て
も
夏
に
非
ず
〈
三
年
用
て
後
ぬ
ぐ
也
〉」
と
あ
る
。
ま
た
、『
随

葉
集
』
恋
部
「
名
残
を
し
た
ふ
」
の
項
に
「
藤
衣
と
は
親
の
後
に
き
る
ふ

く
の
こ
と
な
り
」
。
「
い
さ
や
」
は
「
さ
あ
ど
う
だ
か
（
わ
か
ら
な
い
）
」

の
意
。
喪
服
は
通
常
三
年
で
「
ぬ
ぎ
か
へ
」
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
年
限

も
わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
死
別
を
悲
し
む
様
子
を
詠
ん
だ
。
「
か
ぎ
り
」
は
『
日

葡
辞
書
』
に
「C

aguiri.

カ
ギ
リ
（
限
り
）

限
界
，
ま
た
は
，
終
末
」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
喪
が
明
け
て
「
藤
衣
」
を
脱
ぐ
時
の
意
。
な
お
、
前

句
の
「
糸
」
と
「
衣
」
は
縁
語
で
あ
る
。

【
訳
】
（
涙
の
糸
は
長
く
、
）
こ
れ
を
脱
ぐ
時
が
い
つ
に
な
る
か
、
と
て
も

わ
か
ら
な
い
藤
衣
よ
。

至

孝

道

非

私

至
孝
道
私
に
非
ず

節

●

●

●

○

◎

90【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
私
（
和
訓
押
韻
）
私

ワ
タ
ク
シ

ヒ
ソ
カ

（
漢
和
三
五
韻
）

ワ
タ
ク
シ

【
注
釈
】
前
句
の
「
藤
衣
」
を
「
至
孝
」
に
よ
っ
て
親
の
喪
に
服
す
様
子

と
解
し
て
付
け
た
。
一
句
は
『
孟
子
』
万
章
上
篇
に
「
孝
子
之
至
、
莫
大

乎
尊
親
。
尊
親
之
至
、
莫
大
乎
以
天
下
養
。
爲
天
子
之
父
、
尊
之
至
也
。

以
天
下
養
、
養
之
至
也
。
（
孝
子
の
至
り
は
、
親
を
尊
ぶ
よ
り
大
な
る
は

莫
し
。
親
を
尊
ぶ
の
至
り
は
、
天
下
を
以
て
養
ふ
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。

天
子
の
父
為
る
は
、
尊
ぶ
の
至
り
な
り
。
天
下
を
以
て
養
ふ
は
、
養
ふ
の

至
り
な
り
）
」
と
あ
る
の
に
よ
る
か
。
孝
行
は
天
下
を
治
め
る
こ
と
に
繋

が
る
と
い
う
『
孟
子
』
の
内
容
を
踏
ま
え
、
「
道
非
私
」
、
す
な
わ
ち
自
分

本
位
の
道
で
は
な
い
と
し
た
。
「
至
孝
」
は
孝
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
も

の
。
「
古
文
孝
經
序
」
に
「
至
孝
之
自
然
、
皆
不
待
諭
而
寤
者
也
（
至
孝

の
自
然
な
る
、
皆
諭
す
を
待
た
ず
し
て
寤
る
者
な
り
）
」
と
見
え
る
語
で

さ
と
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あ
る
。

【
訳
】
（
喪
服
を
脱
ぐ
時
も
決
め
か
ね
る
ほ
ど
に
）
孝
行
を
尽
く
す
こ
と

は
、
自
分
一
人
の
道
で
は
な
い
。

滲

水

月

何

隔

水
に
滲
む
る
に
月
何
ぞ
隔
て
ん

集
雲

●

●

●

○

●

し

91【
式
目
】
秋
１
（
月
）

【
注
釈
】
「
滲
水
」
は
見
慣
れ
な
い
表
現
で
あ
る
が
、
「
滲
」
は
「
浸
」
に

通
じ
る
。
す
な
わ
ち
『
集
韻
』
の
「
滲
」
の
項
に
「
與
浸
同
。
浸
淫
漸
漬

也
（
浸
と
同
じ
。
浸
淫
漸
漬
す
る
な
り
）
」
と
あ
り
、
ひ
た
す
、
し
み
こ

む
の
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
白
居
易
「
琵
琶
行
」「
別
時
茫
茫
江
浸
月
（
別

時
茫
々
と
し
て
江
月
を
浸
す
）
」
（
古
文
真
宝
・
前
集
所
収
）
の
よ
う
に
、

月
が
水
面
に
映
る
こ
と
を
「
浸
」
と
表
現
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
五
山
文
学
に
は
蘭
坡
景
茝
「
洞
庭
秋
月
」
詩
「
碧
潭
唯
浸
半
輪
影
、
不

及
洞
庭
湖
水
寬
（
碧
潭
唯
だ
浸
す
半
輪
の
影
、
及
ば
ず
洞
庭
の
湖
水
の
寛

き
に
）
」
（
翰
林
五
鳳
集
所
収
）
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。
以
上
か
ら
考

え
る
と
、
当
該
句
の
「
滲
水
」
も
月
が
水
に
映
る
情
景
を
表
す
の
で
は
な

い
か
。「
月
何
隔
」
は
月
の
光
を
遮
る
も
の
が
何
も
な
い
さ
ま
。
蘇
軾
「
和

黃
龍
淸
老
」
三
首
其
一
に
「
萬
山
不
隔
中
秋
月
、
一
雁
能
傳
寄
遠
書
（
万

山
隔
て
ず
中
秋
の
月
、
一
雁
能
く
伝
へ
て
遠
書
を
寄
す
）
」
。
ま
た
、
慶
長

九
年
九
月
四
日
和
漢
聯
句
に
「
た
が
住
な
し
て
か
こ
ふ
一
む
ら
／
宮
野
月

無
隔
（
宮
野
月
隔
て
な
し
）
」（
第
七
・
六
三
・
梅
心
正
悟
）
の
例
が
あ
る
。

前
句
と
の
関
係
で
は
、
「
私
」
な
ら
ざ
る
「
至
孝
」
の
道
が
あ
ま
ね
く
人

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
、
月
光
が
分
け
隔
て
無
く
照
ら
す
様
子
に
な
ぞ
ら

え
た
か
。

【
訳
】
水
に
映
っ
た
月
は
、
ど
う
し
て
そ
の
光
を
隔
て
る
も
の
が
あ
ろ
う

か
（
そ
れ
は
私
な
ら
ざ
る
至
孝
の
道
の
よ
う
で
あ
る
）。

霧
立
き
ゆ
る
あ
ふ
坂
の
山

護

92【
式
目
】
秋
２
（
霧
）

【
注
釈
】
「
霧
の
は
る
ゝ
→
月
の
さ
や
か
」
（
随
葉
集
）
、
類
似
す
る
付
合

と
し
て
は
「
入
日
さ
す
外
山
の
す
そ
に
霧
晴
て
／
出
ん
ま
遅
く
お
も
ふ
よ

の
月
」
（
熊
野
千
句
・
第
九
・
七
六
・
常
安
）
が
あ
る
。
「
立
き
ゆ
」
は
一

般
的
に
は
霧
や
煙
が
立
ち
込
め
、
消
え
る
こ
と
を
指
す
。
た
だ
し
前
句
と

付
く
場
合
に
は
「
雲
た
ち
き
え
よ
月
を
ま
ち
見
ん
／
う
き
秋
も
ま
よ
ひ
と

な
り
ぬ
胸
の
う
ち
」
（
表
佐
千
句
・
第
二
・
二
一
・
宗
祇
）
の
よ
う
に
、

月
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
「
霧
た
ち
き
ゆ
る
」
と
し
た
の
で
あ

っ
て
、
た
だ
単
に
霧
が
消
え
る
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、

前
句
の
「
水
」
を
近
江
・
京
都
間
の
関
所
で
あ
る
逢
坂
の
歌
枕
「
関
の
清

水
」
と
と
り
な
し
た
か
。「
関
の
清
水
」
に
つ
い
て
は
『
無
名
抄
』
に
「
逢

坂
の
関
の
清
水
と
云
ふ
は
、
走
り
井
と
同
じ
水
ぞ
と
、
な
べ
て
人
知
り
て

侍
り
。
し
か
あ
ら
ず
。
清
水
は
別
の
所
に
あ
り
。
今
は
水
も
な
け
れ
ば
、

そ
こ
と
知
れ
る
人
だ
に
な
し
」
の
記
述
が
あ
り
、
す
で
に
旧
跡
と
な
っ
て

い
た
。
逢
坂
の
「
霧
」
は
和
歌
に
「
暁
の
関
の
秋
霧
立
ち
こ
め
て
都
隔
つ

る
逢
坂
の
山
」
（
続
千
載
集
・
羈
旅
・
八
三
一
・
持
明
院
基
行
）
の
例
が

あ
り
、
『
竹
馬
集
』
に
も
「
逢
坂
→
霧
」
と
あ
る
。

【
訳
】
立
ち
こ
め
て
い
た
霧
が
消
え
る
逢
坂
の
山
（
で
は
、
何
に
も
さ
え

ぎ
ら
れ
ず
に
月
が
輝
い
て
い
る
）。

（
名
折
オ
）

色
に
な
る
音
羽
の
木
末
明
は
て
ゝ

然

93【
式
目
】
秋
３
（
色
に
な
る
音
羽
の
木
末
）

木
末
（
二
句
物
①
）

【
注
釈
】
音
羽
山
は
逢
坂
山
に
連
な
っ
て
近
江
と
京
の
境
に
位
置
す
る
山

で
あ
る
。
「
音
羽
山
→
相
坂
」
（
随
葉
集
）
。
ま
た
、
同
じ
く
『
随
葉
集
』

に
「
霧
の
た
つ
→
梢
の
色
も
わ
か
ぬ
」
と
あ
る
通
り
、
霧
は
木
々
を
隠
す
。
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こ
こ
で
は
逆
に
、
霧
が
晴
れ
て
「
梢
の
色
」
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

詠
う
。
さ
ら
に
、
「
明
け
わ
た
る
山
本
遠
く
霧
晴
れ
て
田
面
あ
ら
は
に
秋

風
ぞ
吹
く
」
（
新
拾
遺
集
・
秋
下
・
四
七
五
・
小
倉
公
雄
）
な
ど
、
夜
が

明
け
る
と
と
も
に
霧
が
晴
れ
る
と
い
う
情
景
も
和
歌
・
連
歌
に
頻
出
す

る
。
夜
が
明
け
、
霧
が
晴
れ
て
、
く
ま
な
く
見
え
る
音
羽
山
の
紅
葉
を
詠

ん
だ
句
で
あ
る
。
「
色
に
な
る
音
羽
の
木
末
」
は
「
秋
風
の
吹
き
に
し
日

よ
り
音
羽
山
峰
の
梢
も
色
づ
き
に
け
り
」
（
古
今
集
・
秋
下
・
二
五
六
・

紀
貫
之
）
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
音
羽
山
の
木
々
が
紅
葉
す
る
さ
ま
を
表

す
。

【
訳
】
紅
葉
し
て
色
づ
い
た
音
羽
山
の
木
々
の
梢
の
あ
た
り
は
、
す
っ
か

り
夜
が
明
け
て
（
逢
坂
山
で
は
、
そ
の
梢
の
色
を
隠
し
て
い
た
霧
も
晴
れ

る
）。咲

そ
ひ
け
り
な
花
の
し
ら
雲

94【
式
目
】
春
１
（
花
）

【
注
釈
】
「
音
羽
→
花
」
（
竹
馬
集
）
。
秋
か
ら
春
へ
の
季
移
り
で
、
前
句

の
「
色
に
な
る
」
を
花
が
咲
く
様
子
に
取
り
な
し
た
。
こ
れ
に
似
た
展
開

に
「
か
し
ら
に
わ
た
る
秋
か
ぜ
の
音
／
色
に
な
る
草
の
庵
り
は
さ
び
し
く

て
／
と
ふ
人
か
へ
る
花
は
し
ら
雪
」
（
永
禄
石
山
千
句
・
第
三
・
四
六
・

元
理
／
四
七
・
景
恵
／
四
八
・
能
哲
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
山
に
咲
く

桜
が
、
山
に
か
か
っ
た
白
雲
の
よ
う
に
見
え
る
と
詠
む
。
「
桜
花
咲
き
添

ふ
ま
ま
に
白
雲
の
重
な
る
山
に
匂
ふ
春
風
」
（
続
古
今
集
・
雑
上
・
一
五

一
八
・
祝
部
成
賢
）
に
あ
る
よ
う
に
、
花
が
「
咲
そ
ふ
」
、
つ
ま
り
日
増

し
に
咲
き
増
し
て
い
き
、
そ
の
さ
ま
が
ま
る
で
白
雲
が
重
な
っ
て
い
く
か

の
よ
う
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

【
訳
】
（
す
っ
か
り
夜
が
明
け
て
、
夜
の
う
ち
に
花
が
咲
い
た
音
羽
山
の

木
々
の
梢
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
見
れ
ば
昨
日
よ
り
も
）

い
っ
そ
う
花
が
白
雲
の
よ
う
に
咲
い
た
こ
と
だ
な
あ
。

処

々

霞

如

錦

処
々
霞
錦
の
如
し

圃

●

●

○

○

●

95【
式
目
】
春
２
（
霞
）

【
注
釈
】
「
霞
→
花
に
ほ
ふ
空
」
（
竹
馬
集
）
。
一
句
で
読
め
ば
「
あ
ち
こ

ち
に
立
つ
霞
は
錦
の
よ
う
だ
」
の
意
で
、
「
霞
」
は
実
景
と
な
る
が
、
前

句
に
付
い
た
場
合
に
は
「
花
」
の
見
立
て
と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
錦
の
よ

う
に
美
し
い
霞
」
は
、
実
は
「
花
の
し
ら
雲
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
「
霞
如
錦
」
の
よ
う
に
霞
を
錦
に
例
え
る
表
現
は
、
白
居
易
「
秋
日

與
張
賓
客
、
舒
著
作
同
遊
龍
門
醉
中
狂
歌
、
凡
二
百
三
十
八
字
（
秋
日
張

賓
客
、
舒
著
作
と
同
に
龍
門
に
遊
び
酔
中
狂
歌
す
、
凡
て
二
百
三
十
八
字
）
」

の
「
嵩
峯
餘
霞
錦
綺
卷
（
嵩
峰
の
余
霞
錦
綺
巻
く
）
」
を
は
じ
め
と
し
て

漢
詩
に
少
な
く
な
い
。
な
お
、
前
句
と
の
付
合
に
際
し
て
は
、
「
雲
な
ら

ぬ
霞
も
花
の
面
影
に
匂
ふ
ば
か
り
の
み
吉
野
の
山
」
（
通
勝
集
・
二
）
の

よ
う
に
花
を
霞
に
見
立
て
る
発
想
、
お
よ
び
「
林
中
花
錦
時
開
落
（
林
中

の
花
錦
は

時

に
開
落
す
）
」
（
和
漢
朗
詠
集
・
春
・
春
興
・
二
三
・
島
田

よ
り
よ
り

忠
臣
）
の
よ
う
に
花
を
錦
に
見
立
て
る
発
想
が
影
響
し
て
い
る
。

【
訳
】
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
霞
（
白
雲
の
よ
う
に
咲
い
た
花
）
が
か
か
り
、

錦
の
よ
う
だ
。

ま
じ
は
る
袖
も
九
重
の
春

伊

96【
式
目
】
春
３
（
九
重
の
春
）

【
注
釈
】
「
霞
の
衣
→
九
重
の
内
」
（
竹
馬
集
）
。
「
九
重
」
と
「
霞
」
が
付

く
例
に
「
九
重
の
う
ち
こ
そ
春
も
春
な
ら
め
／
霞
に
と
づ
る
廬
の
さ
び
し

さ
」
（
羽
柴
千
句
・
第
五
・
五
八
・
宗
由
）
が
あ
る
。
「
九
重
」
は
『
日
葡
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辞
書
』
に
「C

oconoye.

コ
コ
ノ
エ
（
九
重
）

M
iyaco.

（
都
）
」
と
あ

る
よ
う
に
、
「
都
」
の
意
。
ま
た
『
謡
抄
』
田
村
に
「
九
重
の
春

都
の

春
也
」
と
の
注
が
付
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
立
ち
渡
る
乙
女
の
袖
も
九
重

の
御
階
の
霜
や
冴
え
増
さ
る
ら
ん
」
（
宝
治
百
首
・
二
二
七
二
・
土
御
門

院
小
宰
相
）
と
同
じ
く
、「
袖
」
を
い
く
つ
も
重
ね
る
こ
と
と
、
都
の
「
九

重
」
と
を
掛
け
る
の
で
あ
ろ
う
。
連
歌
に
は
「
九
重
の
袖
」
と
い
う
表
現

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
当
該
句
に
類
似
す
る
付
合
と
し
て
は
「
は
る
に

な
り
た
る
こ
こ
の
へ
の
う
ち
／
か
す
み
に
や
ま
じ
は
る
そ
で
は
あ
か
ざ
ら

む
」
（
天
正
二
年
六
月
十
日
賦
初
何
連
歌
・
五
九
・
愛
綱
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
右
の
例
に
も
あ
る
通
り
、
「
ま
じ
は
る
袖
」
は
人
々
が
袖
を
連
ね
て

春
を
楽
し
む
様
子
。
な
お
前
句
の
「
錦
」
と
「
袖
」
は
縁
語
で
あ
る
。

【
訳
】
（
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
春
霞
が
錦
の
よ
う
に
か
か
っ
て
お
り
）
、
人

々
が
袖
を
連
ね
て
都
の
春
を
楽
し
ん
で
い
る
。

軽

颸

成

舞

蝶

軽
颸
舞
を
成
す
蝶

節

○

○

○

●

●

97【
式
目
】
春
４
（
蝶
）

【
注
釈
】
前
句
と
の
関
係
は
、
「
う
た
の
む
し
ろ
の
春
の
ま
じ
は
り
／
袂

軽
胡
蝶
舞
（
袂
は
軽
し
胡
蝶
の
舞
）
」
（
永
禄
九
年
九
月
十
日
和
漢
聯
句
・

七
九
・
仁
如
集
尭
）
の
よ
う
に
蝶
の
羽
を
袖
に
た
と
え
た
も
の
か
。
ま
た
、

前
句
の
「
袖
」
と
「
舞
」
は
縁
語
。
こ
こ
で
は
九
重
の
春
を
楽
し
む
人
々

と
同
じ
く
、
蝶
も
袖
を
交
え
る
よ
う
に
飛
び
交
っ
て
い
る
と
詠
む
。
「
軽

颸
」
は
蘇
軾
「
和
陶
詩

和
胡
西
曹
示
顧
賊
曹
（
胡
西
曹
に
和
し
て
顧
賊

曹
に
示
す
）
」
に
「
長
春
如
稚
女
、
飄
搖
倚
輕
颸
（
長
春
稚
女
の
如
く
、

飄
揺
と
し
て
軽
颸
に
倚
る
）」
の
例
が
あ
り
、
「
そ
よ
風
」
の
意
。

【
訳
】
（
九
重
の
春
を
楽
し
む
人
々
は
袖
を
ま
じ
え
、
）
蝶
が
そ
よ
風
に
乗

っ
て
舞
う
。

吹
風
ゆ
る
き
野
べ
の
若
草

高

98【
式
目
】
春
５
（
若
草
）

【
注
釈
】『
産
衣
』
に
「
風
ゆ
る
き

春
に
非
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
若

草
」
に
よ
っ
て
春
季
を
と
る
。
『
拾
花
集
』
に
「
こ
て
ふ
に
は
→
長
閑
成

野
」
と
あ
る
通
り
、
本
句
で
は
胡
蝶
の
舞
う
場
所
と
し
て
「
吹
風
ゆ
る
き
」

の
ど
か
な
春
野
の
情
景
を
付
け
た
。
「
風
」
と
「
胡
蝶
」
と
を
付
け
る
例

で
は
「
露
か
け
て
花
の
お
も
は
ん
風
も
な
し
／
胡
蝶
ぬ
る
に
も
靡
く
若
草
」

（
池
田
千
句
・
第
九
・
二
・
成
充
）
が
近
い
。
な
お
、
前
句
と
の
関
係
に

お
い
て
、
本
百
韻
の

／

句
「
胡
蝶
み
だ
る
ゝ
野
辺
の
朝
風
／
霞
外
青

4

5

々
草
（
霞
外
青
々
た
る
草
）
」
と
趣
向
が
や
や
重
な
る
。
ま
た
前
句
の
「
軽

颸
」
と
「
吹
風
ゆ
る
き
」
は
指
合
で
あ
る
。

【
訳
】
風
が
ゆ
る
や
か
に
吹
く
野
辺
の
若
草
は
な
び
い
て
い
る
（
そ
の
風

に
乗
っ
て
蝶
が
舞
っ
て
い
る
）。

雨

多

民

借

潤

雨
多
く
し
て
民
潤
ひ
を
借
る

心

●

○

○

●

●

99【
式
目
】
雑

雨
（
二
句
物
②
）

【
注
釈
】
「
若
草
→
野
に
春
雨
の
ふ
る
」
（
随
葉
集
）
。
前
句
「
若
草
」
を

「
雨
」
に
よ
っ
て
萌
え
出
で
る
も
の
と
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
「
民
」
も

恵
み
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う
、
と
付
け
た
。
同
じ
よ
う
な
内
容
を
詠
ん
だ

和
歌
に
「
い
つ
し
か
と
今
日
降
り
そ
む
る
春
雨
に
色
づ
き
わ
た
る
野
辺
の

若
草
」（
新
勅
撰
集
・
春
上
・
六
・
二
条
皇
太
后
宮
肥
後
）
の
例
が
あ
る
。

ま
た
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
君
子
之
德
風
。
小
人
之
德
草
。
草
尚
之
風
必

偃
（
君
子
の
徳
は
風
な
り
。
小
人
の
徳
は
草
な
り
。
草
之
に
風
を
尚
ふ
れ

く
は

ば
必
ず
偃
す
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
、
前
句
の
風
を
君
子
の
徳
、
若
草

ふ

を
小
人
す
な
わ
ち
民
に
読
み
か
え
て
、
当
該
句
を
付
け
て
い
る
。「
借
潤
」

は
蘇
軾
「
次
韻
孔
文
仲
推
官
見
贈
（
孔
文
仲
推
官
の
贈
ら
る
る
に
次
韻
す
）
」
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に
「
憐
我
枯
槁
質
、
借
潤
生
華
滋
（
我
が
枯
槁
の
質
を
憐
れ
み
、
潤
ひ
を

借
り
花
滋
を
生
ず
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
雨
な
ど
の
恩
恵
を
蒙
る
こ
と
。

【
訳
】
雨
が
十
分
に
降
っ
て
、（
ゆ
る
や
か
な
風
が
吹
く
野
辺
の
若
草
も
、
）

民
も
潤
い
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
。

水

積

自

開

池

水
積
も
り
て
自
づ
か
ら
池
を
開
く

化

●

●

●

○

◎

お
の

100【
式
目
】
雑

【
押
韻
】
池
（
和
訓
押
韻
）

池
イ
ケ

（
漢
和
三
五
韻
）

イ
ケ

【
注
釈
】
「
水
積
」
は
白
居
易
「
池
上
早
夏
」
に
「
水
積
春
塘
晩
、
陰
交

夏
木
繁
（
水
積
も
り
て
春
塘
晩
れ
、
陰
交
は
り
て
夏
木
繁
し
）
」
の
例
が

あ
り
、
水
か
さ
が
増
す
と
い
う
意
。
「
開
池
」
は
唐
の
李
益
「
喜
入
蘭
陵

望
紫
閣
峯
呈
宣
上
人
（
喜
び
て
蘭
陵
に
入
り
紫
閣
峰
を
望
ん
で
宣
上
人
に

呈
す
）
」
詩
に
「
地
寬
留
種
竹
、
泉
淺
欲
開
池
（
地
寛
く
し
て
種
竹
を
留

め
、
泉
浅
く
し
て
池
を
開
か
ん
と
欲
す
）
」
の
例
が
あ
る
。
池
を
掘
っ
て

新
た
に
作
る
意
と
と
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
自
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
前
句

の
雨
に
よ
っ
て
水
が
溜
り
、
自
然
と
池
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

挙
句
は
祝
言
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
が
、
当
該
句
の
み
で
は
祝
言
性
は
認
め

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
前
句
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
「
天
子
の
徳
（
雨
）」

が
自
然
に
池
を
な
す
ほ
ど
に
降
り
注
ぐ
、
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
意
を
も
っ
て
祝
言
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
訳
】
（
雨
が
降
っ
た
こ
と
で
）
水
が
溜
ま
っ
て
い
き
、
自
然
と
池
が
で

き
る
。

［
附
記
］

～

句
を
川
﨑
、

～

句
を
中
村
、

～

句
を
大
山
、

～

41

50

51

60

61

74

75

87

句
を
河
村
、

～

句
を
野
澤
が
執
筆
し
た
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

88

100

17H
02309

の
助
成
に
よ
る
。（

お
お
や
ま

か
ず
や
・
同
志
社
大
学
文
学
部
助
教
）

（
か
わ
さ
き

み
お
ん
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）

（
か
わ
む
ら

え
い
こ
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
教
）

（
な
か
む
ら
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・
神
戸
学
院
大
学
人
文
学
部
准
教
授
）

（
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ざ
わ

ま
き
・
ノ
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ト
ル
ダ
ム
清
心
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子
大
学
文
学
部
講
師
）


